
圧
力
鮮
明
、
交
渉
大
荒
れ
も

津
波
や
新
た
な
土
砂
崩
れ
な

ど
は
な
か
っ
た
が
、
札
幌
市

東
区
で
住
宅
内
の
棚
が
倒

れ
、
３
０
代
の
女
性
が
軽
い

け
が
を
し
た
。

　

厚
真
町
で
は
、
こ
の
地
震

後
、
災
害
時
に
取
る
べ
き
行

動
を
時
系
列
で
ま
と
め
た

「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
運
用
。

土
砂
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
道

路
を
一
時
通
行
止
め
に
し
て

職
員
を
派
遣
し
、
住
民
や
建

物
に
新
た
な
被
害
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
と
い
う
。

　

気
象
台
に
よ
る
と
、
北
海

道
で
は
前
線
の
影
響
で
６
日

か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
台
風

が
近
づ
く
７
日
は
大
雨
に
な

る
見
込
み
。
竹
田
康
生
予
報

課
長
は
、
地
震
の
影
響
で
地

盤
が
緩
ん
で
い
る
可
能
性
も

踏
ま
え
「
少
な
い
雨
量
で
土

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
パ
ー
デ
ュ
ー
米
農
務
長
官
は
４
日
（
日
本
時
間
５
日
未
明
）、
日
本
と
の
通
商
交
渉
で
、
日

本
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
署
名
し
た
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
以
上
の
農
産
品
関
税
引
き
下
げ
を
求
め
る
考
え

を
示
し
た
。
９
月
下
旬
の
日
米
首
脳
会
談
の
合
意
で
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
な
ど
の
日
本
が
結
ん
だ

過
去
の
貿
易
協
定
の
水
準
を
最
大
限
と
し
て
い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
対
日
圧
力
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
日
米
の

通
商
交
渉
は
年
明
け
に
本
格
化
す
る
が
大
荒
れ
と
な
る
の
は
必
至
の
情
勢
。日
本
は
難
し
い
協
議
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

関
税
引
き
下
げ
で
農
務
長
官

近
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
関
係

機
関
は
地
盤
が
緩
ん
だ
場
所

で
の
土
砂
崩
れ
な
ど
二
次
災

害
へ
の
警
戒
を
強
め
る
。

　

５
日
朝
の
地
震
は
午
前
８

時
５
８
分
ご
ろ
発
生
し
、
厚

真
町
や
む
か
わ
町
な
ど
で
震

度
５
弱
を
観
測
し
た
。
気
象

庁
に
よ
る
と
、
震
度
７
の
地

震
の
翌
日
以
降
で
震
度
５
弱

を
記
録
し
た
の
は
初
め
て
。

　
【
共
同
】
震
度
７
を
観
測

し
、
４
１
人
が
死
亡
し
た
北

海
道
の
地
震
は
６
日
で
発
生

か
ら
１
カ
月
と
な
っ
た
。
大

規
模
な
土
砂
崩
れ
が
起
き
た

厚
真
町
な
ど
で
は
５
日
現
在

も
計
４
５
８
人
が
避
難
生
活

を
続
け
る
。
朝
に
は
再
び
震

度
５
弱
の
地
震
に
も
襲
わ

れ
、札
幌
管
区
気
象
台
は「
一

連
の
地
震
活
動
は
当
分
続

く
」と
注
意
を
呼
び
掛
け
た
。

週
末
に
は
台
風
２
５
号
が
接

北
海
道
地
震
か
ら
１
カ
月

米、日欧ＥＰＡ以上要求週
末
に
台
風
、
二
次
災
害
警
戒

避
難
４
百
人
、
再
び
震
度
５
弱

高
齢
者
雇
用
７
０
歳
へ
法
改
正

企
業
に
努
力
義
務
検
討

方
針
で
「
全
世
代
型
社
会
保

障
」
へ
の
改
革
を
掲
げ
、
現

行
６
５
歳
ま
で
と
な
っ
て

い
る
継
続
雇
用
の
義
務
付
け

１
０
０
１
体
、

２
６
年
ぶ
り
集
合

三
十
三
間
堂
の
千
手
観
音
立
像

震度５弱の地震が発生し、自宅から北海道
むかわ町の避難所に移った女性＝５日（共同）

２６年ぶりに三十三間堂で勢ぞろいした１００１体の「木造千手
観音立像」＝京都市東山区（共同）

築
地
市
場
、
８
３
年
の
歴
史
に
幕

移
転
で
き
ょ
う
最
終
営
業
日

　
【
共
同
】
日
立
製
作
所
が
、

笠
戸
事
業
所
（
山
口
県
下
松

市
）
で
働
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

技
能
実
習
生
の
う
ち
、
２
０

人
に
解
雇
を
通
告
し
て
い
た

こ
と
が
５
日
、
分
か
っ
た
。

日
立
が
明
ら
か
に
し
た
。
同

事
業
所
の
技
能
実
習
を
巡
っ

て
は
、
法
務
省
が
７
月
、
目

的
の
技
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
作
業
に
従
事
さ
せ
ら

れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
し

て
、
監
督
機
関
の
「
外
国
人

技
能
実
習
生
に
解
雇
通
告

日
立
「
計
画
認
可
さ
れ
ず
」

　
【
共
同
】
政
府
は
５
日
、

未
来
投
資
会
議
を
首
相
官
邸

で
開
き
、
新
た
な
成
長
戦

略
作
り
に
着
手
し
た
。
基
本

用
主
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
構
造
的
な
問
題
が
あ

り
、
深
刻
な
人
権
侵
害
が
生

じ
て
い
る
」
と
技
能
実
習
制

度
を
批
判
し
た
。

　

今
後
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
制
度
を
設
け
る
に

当
た
っ
て
は
、
職
場
移
転

の
自
由
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
排

除
、
家
族
を
長
期
間
分
離
さ

せ
な
い
と
い
っ
た
条
件
を
満

た
す
べ
き
だ
と
指
摘
。
外
国

に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
が
さ
ら

に
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
日

本
語
教
育
や
社
会
保
障
の
充

実
な
ど
も
求
め
た
。

　

大
会
に
先
立
つ
４
日
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
外
国
人

技
能
実
習
制
度
直
ち
に
廃
止
を

日
弁
連
、
人
権
大
会
で
宣
言

砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

高
橋
は
る
み
知
事
は
５
日

の
道
議
会
で
、
地
震
へ
の
対

応
を
検
証
す
る
た
め
、
有
識

者
か
ら
な
る
委
員
会
を
１
１

月
に
設
け
る
と
表
明
。
記
者

会
見
で
は
「
避
難
所
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

人
も
多
い
。
地
元
と
一
体
に

な
っ
て
復
興
に
取
り
組
み
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

９
月
６
日
未
明
の
地
震
で

は
全
域
停
電
が
発
生
し
た

が
、４
日
ま
で
に
全
て
解
消
。

５
日
の
地
震
で
も
電
力
供
給

る
。

　

パ
ー
デ
ュ
ー
氏
は
、
日
本

が
Ｅ
Ｕ
よ
り
も
米
国
と
緊
密

な
同
盟
関
係
に
あ
る
と
し

て
「
日
本
が
農
産
品
に
関
し

て
Ｅ
Ｕ
に
与
え
た
の
と
同
等

か
、
そ
れ
以
上
の
取
引
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
指
摘
。
当
面
の
交
渉

で
牛
肉
や
豚
肉
、
小
麦
な
ど

幅
広
い
分
野
で
農
産
品
の
関

税
引
き
下
げ
を
求
め
る
構
え

を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
「
わ
れ
わ
れ
は
日

本
を
守
っ
て
い
る
。（
貿
易

で
）
他
の
国
に
で
き
る
こ
と

を
、
な
ぜ
米
国
に
は
で
き
な

い
の
か
」
と
訴
え
た
。
４
日

の
講
演
で
は
、
日
本
は
米
国

と
の
２
国
間
交
渉
を
拒
ん
で

い
た
が
「
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

が
検
討
し
て
い
る
自
動
車
の

高
関
税
の
脅
威
が
あ
る
た
め

交
渉
に
応
じ
た
」
と
説
明
し

た
。

　

米
政
権
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
離

脱
し
た
一
方
、
日
本
は
Ｔ
Ｐ

　

ま
た
ペ
ン
ス
米
副
大
統
領

は
４
日
の
演
説
で
「
日
本
と

歴
史
的
な
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
関
す
る
交
渉

を
間
も
な
く
始
め
る
」
と
述

べ
、
今
回
の
日
米
協
議
は
Ｆ

Ｔ
Ａ
交
渉
と
の
位
置
付
け
を

明
確
に
し
た
。
安
倍
晋
三
首

相
は
、
物
品
を
対
象
に
し
た

「
物
品
貿
易
協
定（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）」

と
説
明
し
「
包
括
的
な
Ｆ
Ｔ

Ａ
と
は
全
く
異
な
る
」
と
強

調
し
て
お
り
、
新
た
な
通
商

交
渉
を
巡
る
日
米
の
認
識
の

ず
れ
も
表
面
化
し
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
５
日

午
前
の
記
者
会
見
で
「
日
米

首
脳
の
合
意
が
政
府
間
の
共

通
認
識
だ
」
と
述
べ
、
従
来

協
定
を
超
え
る
譲
歩
は
し
な

い
考
え
を
強
調
し
た
。

　

日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で

は
大
半
の
品
目
で
関
税
が
な

く
な
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
並
み
に

自
由
化
さ
れ
、
ワ
イ
ン
や
一

部
の
チ
ー
ズ
な
ど
は
、
よ
り

譲
歩
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

技
能
実
習
機
構
」
と
合
同
で

検
査
し
て
い
る
。

　

日
立
に
よ
る
と
、
解
雇
通

告
し
た
の
は
「
技
能
実
習
計

画
が
認
可
さ
れ
ず
、
在
留

資
格
の
更
新
が
で
き
な
い
た

め
」。
２
０
人
は
在
留
資
格

の
更
新
期
限
と
な
っ
て
い
た

９
月
２
０
日
付
で
、
就
労
で

き
な
い
「
短
期
滞
在
」
に
変

更
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
日
立

は
解
雇
を
通
告
し
、
賃
金
１

カ
月
分
の
解
雇
予
告
手
当
を

支
払
っ
た
。
２
０
人
は
１
０

月
２
０
日
ま
で
し
か
在
留
で

き
ず
、
個
人
加
盟
の
労
働
組

合
に
加
入
し
、
解
雇
を
撤
回

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

加
入
し
た
広
島
市
の
労
組

「
ス
ク
ラ
ム
ユ
ニ
オ
ン
・
ひ

ろ
し
ま
」
に
よ
る
と
、
２
０

人
は
配
電
工
の
技
術
を
習
得

す
る
た
め
昨
年
７
月
に
来
日

し
た
。
実
習
生
ら
は
同
労
組

の
聞
き
取
り
調
査
に
対
し

「
パ
イ
プ
運
び
や
窓
枠
の
取

り
付
け
な
ど
単
純
作
業
ば
か

り
だ
っ
た
」
と
訴
え
て
い
る

と
い
う
。

　

日
立
に
よ
る
と
、
年
内
に

在
留
資
格
の
更
新
時
期
を
控

え
て
い
る
同
事
業
所
の
実

習
生
は
ほ
か
に
も
７
９
人
お

り
、
現
状
の
ま
ま
で
は
２
０

人
と
同
様
に
解
雇
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

日
立
製
作
所
広
報
・
Ｉ
Ｒ

の
担
当
者
は
「
計
画
が
な
ぜ

認
可
さ
れ
な
い
か
は
当
社
と

し
て
は
分
か
ら
な
い
。
重
く

受
け
止
め
て
お
り
、
認
可
さ

れ
れ
ば
再
度
雇
用
す
る
。
国

か
ら
改
善
な
ど
を
求
め
ら
れ

れ
ば
適
正
に
対
応
す
る
」
と

話
し
て
い
る
。

を
７
０
歳
ま
で
引
き
上
げ
る

方
向
で
本
格
的
な
検
討
を
始

め
た
。
早
け
れ
ば
２
０
２
０

年
の
通
常
国
会
に
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
の
改
正
案
を
提

出
し
た
い
考
え
。
ま
ず
は
企

業
の
努
力
義
務
と
す
る
方
向

で
調
整
す
る
。
ま
た
自
動
ブ

レ
ー
キ
な
ど
安
全
機
能
を
備

え
た
ア
シ
ス
ト
車
限
定
の
運

転
免
許
を
高
齢
者
向
け
に
創

設
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
働

き
手
の
中
心
と
な
る
１
５
〜

６
４
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

急
速
に
減
少
し
て
お
り
、
働

く
高
齢
者
を
増
や
し
て
労
働

力
を
確
保
す
る
狙
い
。

　

新
設
を
検
討
す
る
運
転
免

許
は
、
認
知
症
高
齢
者
に
よ

る
事
故
が
多
発
す
る
中
、
日

常
生
活
の
足
を
奪
わ
な
い
よ

う
安
全
性
の
高
い
車
に
限
定

し
て
運
転
を
認
め
る
も
の

で
、
免
許
更
新
時
に
認
知
機

能
検
査
が
必
要
な
７
５
歳
以

上
を
対
象
と
す
る
方
向
だ
。

　
【
共
同
】
日
弁
連
は
５
日
、

青
森
市
で
人
権
擁
護
大
会
を

開
き
、
長
時
間
労
働
や
賃
金

不
払
い
な
ど
の
法
令
違
反
が

相
次
い
で
い
る
外
国
人
技
能

実
習
制
度
を
、
直
ち
に
廃
止

す
る
よ
う
求
め
る
宣
言
を
採

択
し
た
。
人
手
不
足
を
背
景

に
、
政
府
が
外
国
人
労
働
者

受
け
入
れ
拡
大
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、「
人
権

保
障
に
か
な
っ
た
受
け
入
れ

制
度
と
多
文
化
の
共
生
す
る

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
だ
」
と
訴
え
た
。

　

宣
言
で
は
「
日
本
の
技
術

の
海
外
移
転
と
い
う
名
目
で

実
習
先
を
定
め
ら
れ
、
雇

が
多
く
暮
ら
す
浜
松
市
で
、

子
ど
も
の
不
就
学
問
題
に
取

り
組
む
関
係
者
ら
が
現
状
を

報
告
し
、
支
援
の
在
り
方
を

話
し
合
っ
た
。

　

政
府
は
、
単
純
労
働
分
野

で
の
就
労
を
可
能
と
す
る
新

た
な
在
留
資
格
を
創
設
し
、

数
十
万
人
規
模
の
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
を
目

Ｐ
や
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
推

進
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
米

畜
産
業
界
で
は
、
牛
肉
な
ど

の
対
日
輸
出
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
欧
州
の
ラ
イ
バ
ル
と

の
競
争
条
件
が
不
利
に
な
る

と
の
危
機
感
が
強
ま
っ
て
い

る
。

　

未
来
会
議
に
は
労
使
双
方

が
参
加
。
安
倍
晋
三
首
相
は

あ
い
さ
つ
で
「
生
涯
現
役
社

会
の
実
現
に
向
け
、
個
人
の

実
情
に
応
じ
た
多
様
な
就
業

機
会
を
提
供
す
る
」
と
強
調

し
た
。
ま
た
社
会
保
障
改
革

を
「
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
述
べ
、
年
末
ま
で
に
中
間

報
告
を
ま
と
め
、
３
年
間
の

工
程
表
を
含
む
実
行
計
画
を

来
夏
ま
で
に
閣
議
決
定
す
る

と
表
明
し
た
。
た
だ
、
負
担

増
な
ど
痛
み
を
伴
う
改
革
議

論
は
参
院
選
後
に
先
送
り
す

る
。

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は

定
年
を
６
０
歳
と
規
定
。
そ

の
上
で
①
定
年
延
長
②
定
年

制
の
廃
止
③
継
続
雇
用
制
度

の
導
入
―
の
い
ず
れ
か
で
、

希
望
す
る
全
員
を
６
５
歳
ま

で
雇
用
す
る
よ
う
企
業
に
義

務
付
け
て
い
る
。
政
府
は
こ

の
う
ち
継
続
雇
用
制
度
を

　
【
共
同
】
東
京
都
中
央
区

の
築
地
市
場
が
６
日
正
午
、
取
引
を
終
了
し
、
８
３
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
。
同
日

早
朝
か
ら
最
後
の
競
り
が
行

わ
れ
た
後
、
業
者
は
引
っ
越

し
に
向
け
て
作
業
に
入
る
。

移
転
先
の
江
東
区
の
豊
洲
市

場
は
１
１
日
に
開
場
す
る
。

豊
洲
の
土
壌
汚
染
対
策
な
ど

の
た
め
、
当
初
予
定
よ
り
約

２
年
遅
れ
の
移
転
と
な
る
。

　

最
終
営
業
日
を
前
に
し
た

５
日
、
築
地
は
買
い
物
客
で

に
ぎ
わ
い
、
名
残
惜
し
そ
う

に
市
場
を
記
念
撮
影
す
る
人

の
姿
も
目
立
っ
た
。

　

築
地
市
場
は
１
９
３
５

年
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

た
日
本
橋
の
魚
市
場
や
京
橋

の
青
物
市
場
が
移
転
し
て
開

場
し
た
。
活
気
あ
る
競
り
の

光
景
や
運
搬
車
「
タ
ー
レ
」

が
走
り
回
る
様
子
が
見
学
で

き
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
観

光
客
に
も
人
気
の
場
所
に

な
っ
て
い
た
が
、
老
朽
化
や

敷
地
が
手
狭
な
こ
と
な
ど
が

課
題
だ
っ
た
。

　

築
地
市
場
で
働
く
約

９
０
０
の
業
者
は
６
日
の
営

業
終
了
後
、
豊
洲
へ
の
引
っ

越
し
作
業
を
本
格
化
す
る
。

都
は
も
と
も
と
の
休
業
日
の

７
、８
日
に
加
え
、
９
、１
０

両
日
を
臨
時
休
業
日
に
設

定
。
買
い
出
し
人
は
都
内
の

別
の
市
場
な
ど
を
利
用
す
る

が
、
仕
入
れ
が
で
き
ず
休
む

飲
食
店
も
あ
る
。

　

都
心
部
の
築
地
と
異
な

り
、
豊
洲
は
臨
海
部
に
あ
る

こ
と
か
ら
行
き
づ
ら
く
な
る

と
い
う
声
や
、
近
く
に
新
交

通
シ
ス
テ
ム「
ゆ
り
か
も
め
」

の
駅
し
か
な
く
、
道
路
が
混

雑
す
る
と
の
懸
念
も
出
て
い

る
。
一
部
の
業
者
は
「
豊
洲

の
土
壌
汚
染
の
安
全
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
移

転
に
反
対
し
て
い
る
。

　

豊
洲
市
場
が
オ
ー
プ
ン
す

る
と
築
地
は
解
体
さ
れ
、
敷

地
は
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
車
両
基
地

に
な
る
ほ
か
、
都
心
と
臨
海

部
を
結
び
五
輪
の
輸
送
路
と

し
て
期
待
さ
れ
る
環
状
２
号

線
も
通
る
。

　

豊
洲
市
場
は
当
初
、
１
６

年
１
１
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定

だ
っ
た
が
、
地
下
水
の
安

全
性
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら
小

池
百
合
子
知
事
が
延
期
を
表

明
。
そ
の
後
、
建
物
下
に
土

壌
汚
染
対
策
の
盛
り
土
が
な

い
こ
と
が
発
覚
し
、
今
年
７

月
ま
で
対
策
工
事
を
続
け
て

い
た
。

に
問
題
は
な
か
っ
た
。

　

気
象
台
に
よ
る
と
、
５
日

の
地
震
の
震
源
地
は
胆
振
地

方
中
東
部
で
、
震
源
の
深
さ

は
約
３
１
キ
ロ
。
地
震
の
規

模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）

５
・
２
と
推
定
さ
れ
る
。
各

地
の
震
度
は
次
の
通
り
。

　

震
度
５
弱
＝
厚
真
鹿
沼
、

む
か
わ
穂
別
、平
取
振
内（
北

海
道
）
▽
震
度
４
＝
厚
真
、

安
平
早
来
北
進
、
む
か
わ
松

風
、
平
取
本
町
（
北
海
道
）

▽
震
度
３
＝
札
幌
東
区
、
江

別
緑
、
新
千
歳
空
港
、
支
笏

湖
温
泉
（
北
海
道
）
▽
震
度

２
＝
函
館
、小
樽
（
北
海
道
）

む
つ
大
畑
中
島
（
青
森
）
▽

震
度
１
＝
室
蘭
（
北
海
道
）

五
戸
（
青
森
）
久
慈
枝
成
沢

（
岩
手
）
な
ど

　
【
共
同
】
京
都
市
東
山

区
の
三
十
三
間
堂
で
、

１
０
０
１
体
の
「
木
造
千
手

観
音
立
像
」
が
２
６
年
ぶ
り

に
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
る
。
普

段
は
東
京
、
京
都
、
奈
良

の
国
立
博
物
館
へ
寄
託
さ

れ
て
い
る
計
５
体
が
最
近

戻
り
、
全
部
が
集
ま
る
の
は

１
９
９
２
年
の
法
要
以
来
。

　

千
手
観
音
立
像
の
国
宝

指
定
を
祝
う
事
業
の
一
環
。

１
１
月
２
６
日
ま
で
は
、
堂

内
に
高
さ
１
・
２
メ
ー
ト
ル

の
台
を
設
置
し
、
通
常
と
違

う
高
い
視
点
か
ら
奥
の
像
ま

で
見
渡
せ
る
。
１
０
０
１
体

が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
１
１

月
末
ま
で
。

　

千
手
観
音
立
像
は
１
２
４

体
が
平
安
時
代
、
８
７
６
体

が
鎌
倉
時
代
、
１
体
が
室
町

時
代
に
作
ら
れ
、
仏
師
運
慶

作
と
伝
わ
る
像
も
あ
る
。
拝

観
料
は
一
般
６
０
０
円
、
中

高
生
４
０
０
円
、
小
学
生

３
０
０
円
。

７
０
歳
に
引
き
上
げ
た
い
考

え
。
来
夏
ま
で
に
方
向
性
を

定
め
、
厚
生
労
働
省
の
審
議

会
で
議
論
す
る
。

　

公
的
年
金
の
受
給
開
始
時

期
の
選
択
幅
も
現
行
の
７
０

歳
か
ら
７
０
歳
超
に
拡
大
す

る
方
針
。
た
だ
、
高
齢
に
な

る
と
体
力
や
健
康
状
態
の
個

人
差
が
大
き
く
な
る
た
め
、

政
府
関
係
者
は
「
人
に
よ
っ

て
働
き
方
や
報
酬
が
変
わ
る

自
由
度
の
あ
る
法
整
備
を
考

え
る
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
地
方
部
の
急
速
な
人

口
減
少
に
対
応
し
、
独
禁
法

を
見
直
し
て
地
方
銀
行
な
ど

地
域
企
業
の
経
営
統
合
を
促

す
。
社
会
保
障
費
の
抑
制
も

念
頭
に
、
健
康
に
長
生
き
で

き
る
疾
病
・
介
護
予
防
策
も

話
し
合
う
。

　

未
来
会
議
の
開
催
は
第
４

次
安
倍
改
造
内
閣
の
発
足
後

初
め
て
。

指
し
て
い
る
。

　

大
会
で
は
、
特
殊
詐
欺
な

ど
組
織
犯
罪
に
よ
る
犯
罪
収

益
を
被
害
者
に
戻
す
た
め
、

実
効
性
あ
る
制
度
の
構
築
を

求
め
る
決
議
も
採
択
し
た
。
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グ
ロ
ー
ボ
で
は
ハ
ダ
ジ
も
槍
玉

送
る
事
で
、
活
動
基
地
と
し

て
、
同
国
内
の
農
園
を
二
つ

以
上
利
用
し
て
い
た
。

　

４
日
に
逮
捕
さ
れ
た
伯
人

は
男
性
４
人
と
女
性
１
人
の

計
５
人
で
、
彼
ら
が
借
り
て

い
た
ア
ス
ン
シ
オ
ン
市
内
の

民
家
３
軒
か
ら
は
、
地
中
に

埋
め
ら
れ
て
い
た
大
量
の
武

器
や
弾
薬
も
押
収
さ
れ
た
。

武
器
の
中
に
は
、
小
型
機
や

装
甲
車
に
も
穴
を
開
け
る
能

力
を
持
つ
５
０
口
径
の
機
関

銃
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

連
警
は
、
南
米
地
区
の
麻

薬
密
売
組
織
に
対
抗
す
る
に

は
、
国
際
協
力
が
不
可
欠
と

改
め
て
強
調
し
た
。
リ
オ
市

の
連
警
監
察
局
内
に
は
、
パ

ラ
グ
ア
イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
警
察
が
参
加
す

　

４
日
、
一
次
投
票
前
で
は
最
後
と
な
る
テ
レ
ビ
で
の
大
統
領
選
討
論
会
が
グ
ロ
ー

ボ
局
で
行
わ
れ
た
が
、
支
持
率
１
位
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、「
医
師

か
ら
止
め
ら
れ
た
」
と
し
て
出
演
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
時
間
帯
の
レ

コ
ル
デ
局
の
番
組
で
は
独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
他
候
補
か
ら
批
判
を
浴
び

た
。
５
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

リ
ー
ナ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
（
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
は
「
臆
病
者
」
と

批
判
。
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ

レ
ス
氏
（
民
主
運
動
・
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

を
、
１
９
８
９
年
の
大
統
領

選
で
、
一
次
投
票
前
の
討
論

会
に
欠
席
を
続
け
、「
国
の

救
世
主
」
と
い
う
、
よ
く
似

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

当
選
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

コ
ー
ロ
ル
氏
と
比
較
し
、
批

判
し
た
。

　

ま
た
、
ギ
リ
ェ
ル
メ
・
ボ

ウ
ロ
ス
氏
（
社
会
主
義
自
由

党
・Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）か
ら
は
、「
軍

政
が
終
わ
っ
て
３
０
年
経
つ

が
、
今
ほ
ど
再
び
軍
政
に
近

づ
い
て
い
る
と
き
は
な
い
」

と
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
大
統

領
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
意

見
が
飛
び
出
し
た
。
支
持
率

２
位
で
追
う
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
（
労
働
者
党
・

Ｐ
Ｔ
）
も
、「
民
主
主
義
な

き
と
こ
ろ
に
法
は
な
し
」
と

し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
経
済

政
策
を
批
判
し
た
。

　

一
方
、ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、

　

大
統
領
選
の
投
票
も
い
よ

い
よ
明
日
に
迫
っ
た
。
今
回

の
大
統
領
選
は
、
問
題
発
言

の
多
さ
で
有
名
な
極
右
の
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
と
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
影
響
も
あ

り
、
政
権
を
追
わ
れ
て
い
た

は
ず
の
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）

の
ハ
ダ
ジ
氏
と
い
う
、
両

１
日
に
報
奨
付
供
述
の
一
部

が
公
表
さ
れ
、
ル
ー
ラ
元
大

統
領
を
巡
る
新
た
な
疑
惑
を

暴
露
し
た
、
元
Ｐ
Ｔ
重
要
閣

僚
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
ロ
ッ

シ
氏
を
褒
め
称
え
る
発
言
な

ど
を
行
い
、
ハ
ダ
ジ
氏
へ
の

批
判
を
行
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
以
外
で
、

グ
ロ
ー
ボ
局
の
討
論
会
で
の

批
判
の
矛
先
に
さ
れ
た
の
は

ハ
ダ
ジ
氏
だ
。
シ
ロ
・
ゴ
メ

ス
氏
（
民
主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ

Ｔ
）
は
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

で
も
ハ
ダ
ジ
氏
で
も
、
こ
の

ま
ま
で
は
ま
た
罷
免
さ
れ
る

大
統
領
が
生
ま
れ
て
し
ま
う

だ
け
だ
」
と
批
判
。
マ
リ
ー

ナ
氏
も
、「
政
権
を
追
わ
れ

て
か
ら
も
、
Ｐ
Ｔ
か
ら
過
ち

を
認
め
る
発
言
が
な
い
の
は

嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
」
と
ハ

ダ
ジ
氏
を
責
め
た
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア

ウ
キ
ミ
ン
氏（
民
主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）や
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・

他
候
補
か
ら
は
批
難
殺
到

る
国
際
警
察
協
力
セ
ン
タ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
と
の
関
係
で

に
借
り
た
家
で
、
伯
人
の
ア

レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
レ
ギ
ザ

モ
ン
容
疑
者
を
逮
捕
。
同
容

マ
ン
ド
・
ヴ
ェ
ル
メ
ー
リ
ョ

（
Ｃ
Ｖ
）
の
首
領
の
一
人
で
、

０
７
年
か
ら
逃
亡
生
活
を

行
っ
て
お
り
、
１
２
年
末
に

パ
ラ
グ
ア
イ
に
移
っ
た
。
同

国
で
は
偽
名
を
使
い
、
６
カ

月
毎
に
住
み
か
を
変
え
て
行

方
を
く
ら
ま
せ
て
い
た
が
、

昨
年
１
２
月
に
同
国
で
逮
捕

さ
れ
た
。
彼
の
役
目
は
麻
薬

や
武
器
を
調
達
し
て
リ
オ
に

　

伯
国
連
邦
警
察
と
パ
ラ
グ

ア
イ
の
国
家
麻
薬
犯
罪
防
止

局
が
４
日
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の

首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
収
監

中
の
伯
人
の
麻
薬
密
売
者
マ

ル
セ
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
・
ヴ
ェ
イ
ガ
こ

と
マ
ル
セ
ロ
・
ピ
ロ
ッ
ト（
以

下
、
ピ
ロ
ッ
ト
）
救
出
作
戦

を
企
て
て
い
た
伯
人
５
人
を

逮
捕
、
大
量
の
武
器
も
押
収

し
た
と
５
日
付
伯
字
紙
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

ピ
ロ
ッ
ト
は
リ
オ
を
本

拠
と
す
る
犯
罪
組
織
の
コ

伯
パ
両
国
の
警
察
が
協
力
し

国
民
の
７
割
が
民
主
政
治
希
望

２
日
に
は
ト
ン
ネ
ル
も
発
見

疑
者
は
別
の
民
家
も
借
り
、

パ
ラ
グ
ア
イ
人
３
人
を
使
っ

て
３
週
間
前
か
ら
、
刑
務
所

ま
で
全
長
２
０
０
メ
ー
ト
ル

の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
ら
せ
て
い

た
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
警
察
は
、
犯

罪
者
達
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を

使
い
、
聖
州
に
本
拠
を
置
く

犯
罪
組
織
の
州
都
第
一
コ
マ

ン
ド
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
首
領
の

一
人
で
、
１
６
年
か
ら
同
刑

務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
る
ロ

ニ
イ
・
ペ
レ
ツ
・
バ
ル
ボ
ー

ザ
容
疑
者
ら
を
救
出
す
る
予

定
だ
っ
た
と
見
て
い
る
。

　

同
刑
務
所
に
は
、
伯
人

６
０
人
以
上
を
含
む
Ｐ
Ｃ
Ｃ

構
成
員
が
少
な
く
と
も
８
０

人
収
監
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

レ
ギ
ザ
モ
ン
容
疑
者
ら
は

４
日
に
告
発
さ
れ
て
お
り
、

近
日
中
に
司
法
当
局
に
調
書

が
送
ら
れ
る
見
込
み
だ
。

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、
そ
の
後
も

地
中
に
隠
さ
れ
て
い
た
武
器
や
弾
薬

（Divulgação/PF

）

５
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
で
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
と
ハ
ダ
ジ
氏

明
日
、
運
命
の
投
票
日

ダッタフォーリャ

ジ
ア
ス
氏
（
ポ
デ
モ
ス
）、

メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
と
ハ
ダ
ジ
氏
の
ど
ち

ら
が
勝
っ
て
も
、
伯
国
は
現

在
置
か
れ
て
い
る
危
機
的
な

状
況
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
、
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
夜
の
グ
ロ
ー

ボ
の
討
論
会
の
視
聴
率
は
、

レ
コ
ル
デ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
２
倍
だ
っ
た
と
い
う
。

極
の
対
決
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
方

の
気
に
な
る
戦
い
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
有

名
人
た
ち
の
支
持
表
明
が
続

い
て
い
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
か
ら

何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る

「
一
次
投
票
で
勝
つ
」
宣
言

が
実
現
す
る
の
か
、
ハ
ダ
ジ

氏
が
踏
み
と
ど
ま
る
の
か
、

あ
る
い
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
な
別
の
奇
跡
的
展
開

が
あ
る
の
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
決
断
は
有
権
者
の
手
に

か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

投
票
日
は
１
日
中
慌
し
い

た
め
、
こ
の
週
末
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選

手
権
も
変
則
的
な
日
程
で
行

わ
れ
て
い
る
。
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
や
サ
ン
ト
ス
は
昨
日
５

日
に
既
に
試
合
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
日
は
１
８
時
か
ら

聖
市
モ
ル
ン
ビ
で
サ
ン
パ
ウ

ロ
対
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
の
ク
ラ

シ
コ
（
伝
統
カ
ー
ド
）
が
行

わ
れ
る
。
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
の

応
援
団
は
最
近
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
名
を
使
っ
て
同
性
愛

者
差
別
を
煽
る
歌
を
合
唱
し

て
問
題
と
な
っ
た
が
、
く
れ

ぐ
れ
も
、
試
合
の
場
に
は
そ

う
い
っ
た
問
題
を
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

気
に
な
る
明
日
７
日
の
聖

市
の
天
気
だ
が
、
予
報
だ
と

３
０
ミ
リ
と
、
か
な
り
の
雨

が
降
る
と
い
う
。
も
っ
と
も

今
日
も
１
６
ミ
リ
の
降
雨
の

予
報
だ
が
、
雨
雲
の
場
合
、

上
陸
の
ス
ピ
ー
ド
次
第
で
、

雨
が
強
く
降
る
日
が
変
わ
る

も
の
。
雨
雲
の
聖
市
到
達
が

投
票
日
の
前
か
後
ろ
に
な
っ

て
、
当
日
は
足
元
が
い
い
状

態
に
な
り
、
一
人
で
も
多
く

の
人
が
投
票
に
出
向
け
る
よ

う
望
み
た
い
も
の
だ
が
。
そ

し
て
運
命
の
結
果
は
？

　

全
国
商
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ

Ｃ
）
が
４
日
、
今
年
の
子
供

日
商
戦
の
売
上
は
、
昨
年
比

１
・
５
％
増
の
７
４
億
レ
ア

ル
と
の
予
想
を
発
表
し
た
と

５
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報

じ
た
。
予
想
通
り
な
ら
、
今

年
の
同
商
戦
の
伸
び
率
は
昨

年
よ
り
１
％
ポ
イ
ン
ト
小
さ

く
な
り
、
過
去
１
７
年
間
で

最
小
と
な
る
と
い
う
。

　

子
供
の
日
商
戦
は
歳
末
商

戦
の
前
哨
戦
で
、
そ
の
伸
び

率
は
、
種
々
の
商
品
を
製
造

す
る
会
社
に
と
っ
て
も
大
切

な
意
味
を
持
つ
。

　

今
年
の
売
上
は
、
玩
具
、

衣
類
、
菓
子
な
ど
、
子
供
の

日
に
良
く
売
れ
る
品
や
サ
ー

ビ
ス
計
１
１
種
の
価
格
の
変

動
を
、
９
月
ま
で
の
１
２
カ

月
間
観
察
し
て
算
出
し
た
。

価
格
の
変
動
幅
は
２
・
４
％

で
、
０
１
年
の
４
・
３
％
以

来
の
低
率
だ
っ
た
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｃ
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
フ
ァ
ビ
オ
・
ベ
ン
テ
ス

氏
は
、
今
年
は
価
格
変
動
幅

が
小
さ
く
、
政
策
金
利
も
低

い
が
、
失
業
率
が
高
止
ま
り

し
、
負
債
を
抱
え
る
家
庭
も

多
い
た
め
、
売
上
の
伸
び
は

鈍
い
と
い
う
。
ま
た
、
分
割

払
い
を
利
用
者
の
割
合
が
増

え
る
と
も
見
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
月
下
旬
に
起
き

た
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
の
影
響
は

ま
だ
大
き
く
、
４
月
ま
で
の

車
や
建
築
資
材
も
含
め
た
拡

大
小
売
売
上
は
昨
年
比
８
％

台
の
伸
び
だ
っ
た
が
、
５
月

以
降
は
伸
び
率
が
半
分
に
落

ち
た
と
い
う
。

　

ベ
ン
テ
ス
氏
に
よ
る
と
、

選
挙
日
程
も
子
供
の
日
の
売

上
に
影
響
す
る
が
、
割
引
な

ど
が
容
易
に
行
え
る
ス
ー

パ
ー
ま
た
は
ハ
イ
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
３
・
３
％
程
度
伸

び
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
最
新

調
査
に
よ
る
と
、
国
民
の
約

７
割
が
民
主
政
治
を
最
良

の
統
治
方
法
だ
と
考
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
数

値
が
過
去
最
高
を
記
録
し
た

と
、
５
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
３
、４
日
に
全
国

３
８
９
市
、
１
万
９
３
０
人

を
対
象
に
行
っ
た
調
査
の
結

果
だ
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
民

主
主
義
が
最
良
の
統
治
」
と

考
え
て
い
る
人
が
６
９
％
、

「
軍
政
の
方
が
よ
い
」
と
考

え
て
い
る
人
が
１
２
％
、「
ど

ち
ら
も
変
わ
ら
な
い
」
が

１
３
％
だ
っ
た
。

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
で
は

１
９
８
９
年
の
選
挙
以
来
欠

か
さ
ず
、
こ
の
質
問
を
行
い

続
け
て
い
る
が
、「
民
主
主
義

が
最
良
」
の
６
９
％
と
い
う

数
字
は
、
過
去
最
高
だ
っ
た

と
い
う
。

　

興
味
深
い
の
は
、
今
年
の

４
月
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

こ
の
数
字
が
５
６
％
ま
で
落

ち
、「
軍
政
の
方
が
よ
い
」
と

し
た
人
が
１
７
％
い
た
こ
と

だ
。
こ
の
半
年
間
で
、
こ
の

数
値
が
大
き
く
動
い
た
こ
と

に
な
る
。

　

内
訳
で
見
て
み
る
と
、
軍

隊
出
身
の
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
（
社
会
自
由
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
支
持
者
で
は
、

２
２
％
が
軍
事
政
権
を
支
持

と
、
平
均
を
倍
近
く
上
回
っ

て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

同
氏
の
支
持
者
で
も
、

６
４
％
の
人
は
民
主
政
治
を

望
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
そ
れ
が
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
（
労
働
者
党
・

Ｐ
Ｔ
）
に
な
る
と
、
軍
政
を

望
む
人
は
わ
ず
か
６
％
で
、

平
均
値
を
超
え
る
７
７
％
の

人
が
民
主
政
治
を
望
ん
で
い

る
。

　

だ
が
、
ハ
ダ
ジ
氏
が
自

身
の
公
約
で
も
求
め
て
い
る
、

「
民
主
主
義
を
強
化
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
憲
法
委

員
会
の
設
立
に
つ
い
て
、
ジ
ア

ス
・
ト
フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官
は

「
３
０
年
に
わ
た
っ
て
国
民

の
基
準
で
あ
り
続
け
て
い
る

も
の
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う

な
も
の
を
新
た
に
作
る
必
要

は
な
い
」
と
牽
制
し
て
い
る
。

　

伯
国
メ
デ
ィ
ア
で
は
こ
の
と

こ
ろ
、
伯
国
の
軍
政
時
代
や

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ス
、
ネ
オ

ナ
チ
に
関
す
る
特
集
が
多
く

組
ま
れ
て
い
る
。

　

聖
州
知
事
選
の
世
論
調
査

で
、
現
知
事
の
マ
ル
シ
オ
・

フ
ラ
ン
サ
氏
（
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
が
上
位
２

人
に
肉
薄
し
始
め
、
混
戦
模

様
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
５
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

聖
州
知
事
選
は
、
前
聖
市

市
長
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア

氏
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
と
、聖
州
工
業
連
盟
（
Ｆ

Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）会
長
の
パ
ウ
ロ
・

ス
カ
ッ
フ
ィ
氏（
民
主
運
動
・

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
と
い
う
、
事
前
か

ら
知
名
度
の
高
い
２
人
が
抜

き
つ
抜
か
れ
つ
の
接
戦
を
演

じ
て
い
る
が
、
４
日
発
表
の

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
調
査

で
は
ド
リ
ア
氏
が
２
６
％
で

リ
ー
ド
し
、
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏

が
支
持
率
を
下
げ
て
２
２
％

に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
こ
に
来
て
、
こ

　

テ
メ
ル
大
統
領
が
３
日
、

今
年
の
夏
時
間
は
１
１
月

１
８
日
か
ら
と
す
る
事
を
決

め
た
。
当
初
は
、
選
挙
の
開

票
時
間
と
の
関
係
で
、
１
１

月
４
日
か
ら
と
し
て
い
た

が
、
１
１
月
４
日
と
１
１
日

に
行
う
国
家
高
等
教
育
試
験

（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｍ
）
の
受
験
者
が

混
乱
し
な
い
よ
う
、
教
育
省

が
変
更
を
求
め
て
い
た
。

れ
ま
で
は
１
０
％
前
後
だ
っ

た
フ
ラ
ン
サ
氏
の
支
持
率
が

１
６
％
に
伸
び
て
い
る
。
ス

カ
ッ
フ
ィ
氏
は
正
式
に
名
前

を
挙
げ
、
ド
リ
ア
氏
は
「
反

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）」
と
い

う
表
現
で
、
大
統
領
選
で

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
を
推
す
構
え
を
見
せ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
左
派
寄

り
の
票
が
フ
ラ
ン
サ
氏
に
流

れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
予
断
は
許
さ
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

す
で
に
一
次
投
票
で
の
勝

利
は
起
き
な
い
状
況
だ
が
、

現
時
点
で
は
、
ス
カ
ッ
フ
ィ

氏
が
ド
リ
ア
、
フ
ラ
ン
サ
両

氏
に
決
戦
投
票
で
勝
つ
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
ド
リ
ア
氏
対

フ
ラ
ン
サ
氏
だ
と
引
き
分
け

と
の
予
想
に
な
っ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

10月5日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.8553  R$
買　3.8533  R$

円相場
売　0.0339  R$
買　0.0339  R$

討論会蹴り、他局に出演
　

９
月
６
日
の
刺
傷
事
件
の
後
、
２
９
日
に
退
院
し
た
ボ

今
年
の
伸
び
は
去
年
以
下
？

７
４
億
レ
で
１
・５
％
の
予
想

こ
の
半
年
間
で
数
値
が
急
増

ボウソナロ伯
人
密
売
者
の
救
出
阻
止

（２）２０１８年 第５０９８号 １０月 ６日 （土曜日）

子供の日商戦

フ
ラ
ン
サ
が
追
い
上
げ
見
せ
る

三
つ
巴
状
態
の
ま
ま
投
票
に

聖州知事選

大
統
領
選
の
テ
レ

ビ
討
論
会
に
は
出

演
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
日
も
、「
医

師
か
ら
止
め
ら
れ

た
」
と
の
本
人
コ

メ
ン
ト
だ
っ
た
。

に
も
関
わ
ら
ず
、

グ
ロ
ー
ボ
局
で
の

討
論
会
と
全
く
同

じ
時
間
帯
に
、
レ

コ
ル
デ
局
が
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
自
宅

か
ら
独
占
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
ボ
局
出

演
の
他
の
大
統
領

候
補
は
一
様
に
不

快
感
を
示
し
、
マ

は
、
２
日
に
発
見

さ
れ
た
１
２
メ
ー

ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル

に
も
言
及
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
ち

ら
は
、
マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
州
ポ
ン

タ
・
ポ
ラ
ン
と
国

境
を
接
す
る
ペ
ド

ロ
・
フ
ア
ン
・
カ

バ
レ
ロ
市
の
民
家

２
軒
を
使
い
、
同

市
内
に
あ
る
同
名

の
刑
務
所
に
向
か

う
ト
ン
ネ
ル
を
掘

り
進
ん
で
い
た
も

の
だ
。

　

９
月
半
ば
に
匿

名
通
報
を
受
け
た

警
察
は
、
犯
罪
者

達
が
掘
り
出
し
た

土
を
捨
て
る
た
め

今年の夏時間は
１１月１８日から



　

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年ね

ん

前ま
え

の
１
９
０
２
（
明め

い

治じ

３
５
）
年ね

ん

１

月が
つ

３
０
日に

ち

、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

が
成せ

い

立り
つ

し
た
。
同ど

う

盟め
い

締て
い

結け
つ

を
推す

い

進し
ん

し

た
の
は
、
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

公こ
う

使し

マ
グ
ド
ナ
ル
ド
で
あ
っ
た
。
マ
グ
ド
ナ
ル

ド
は
前ぜ

ん

年ね
ん

夏な
つ

の
賜し

暇か

休き
ゅ
う

暇か

に
ロ
ン
ド
ン
に
帰か

え

る
と
ソ
ー
ル
ズ
ベ

リ
ー
首し

ゅ

相し
ょ
うと
何な

ん

度ど

も
会か

い

見け
ん

し
、
７
月が

つ

１
５
日に

ち

に
は
日に

本ほ
ん

公こ
う

使し

館か
ん

に
林

は
や
し

菫す
み
れ

公こ
う

使し

を
訪た

ず

ね
て
、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

の
構こ

う

想そ
う

を
述の

べ
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
意い

向こ
う

を
打だ

診し
ん

し
た
。
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
は
翌よ

く

日じ
つ

も
林

は
や
し

公こ
う

使し

を
訪ほ

う

問も
ん

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
側が

わ

の
熱ね

つ

意い

を
示し

め

し
た
。
そ
れ
か

ら
わ
ず
か
半は

ん

年と
し

後ご

に
は
異い

例れ
い

の
ス
ピ
ー
ド
で
同ど

う

盟め
い

締て
い

結け
つ

の
運は

こ

び
と
な
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
が
日に

本ほ
ん

と
結む

す

ん
だ
の
は
、
ロ
シ
ア
の
極

き
ょ
く

東と
う

進し
ん

出し
ゅ
つを

防ふ
せ

ぐ
と
い
う
点て

ん

で
利り

害が
い

が
一い

っ

致ち

し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

当と
う

時じ

の
超

ち
ょ
う

大た
い

国こ
く

イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
長な

が

年ね
ん

の
伝で

ん

統と
う

で
あ
る
「
光こ

う

栄え
い

あ
る
孤こ

立り
つ

」
政せ

い

策さ
く

を
わ
ず
か
半は

ん

年と
し

で
一い

ち

大だ
い

転て
ん

換か
ん

し
、
な
お
か

つ
そ
の
相あ

い

手て

が
ア
ジ
ア
の
非ひ

白は
く

人じ
ん

小し
ょ
う

国こ
く

・
日に

本ほ
ん

で
あ
る
と
は
、

い
か
に
も
思お

も

い
切き

っ
た
決け

つ

断だ
ん

で
あ
る
。
そ
の
背は

い

景け
い

に
は
マ
グ
ド

ナ
ル
ド
公こ

う

使し

自じ

身し
ん

が
一い

ち

年ね
ん

前ま
え

に
経け

い

験け
ん

し
た
一い

ち

大だ
い

事じ

件け
ん

が
あ
っ

た
。

　

１
８
８
５
（
明め

い

治じ

２
８
）
年ね

ん

、
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
敗は

い

北ぼ
く

し
て
、

清し
ん

国こ
く

が
「
眠ね

む

れ
る
獅し

子し

」
で
は
な
く
「
眠ね

む

れ
る
豚ぶ

た

」
で
あ
る

こ
と
を
露ろ

呈て
い

す
る
や
否い

な

や
、
列れ

っ

強き
ょ
うは
飢う

え
た
狼

お
お
か
みの
よ
う
に
そ
の

コ
ロ
ネ
ル
・
シ
バ

１
９
０
０
年ね

ん

北ぺ
き
ん京
で
の
多た

国こ
く

籍せ
き

軍ぐ
ん

司し

令れ
い

官か
ん

2002 年
ねん

1 月
がつ

6 日
か

版
ばん

肉に
く

に
食く

ら
い
つ
い
て
い
っ
た
。
三さ

ん

国ご
く

干か
ん

渉し
ょ
うに
よ
り
日に

本ほ
ん

に
遼

り
ょ
う

東と
う

半は
ん

島と
う

を
返へ

ん

還か
ん

さ
せ
る
と
、
そ
れ
を
ロ
シ
ア
が
と
り
あ
げ
、
同ど

う

時じ

に
ド
イ
ツ
は
膠こ

う

州し
ゅ
う

湾わ
ん

と
青あ

お

島し
ま

、
フ
ラ
ン
ス
は
広こ

う

州し
ゅ
う

湾わ
ん

を
む
し

り
と
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
日に

本ほ
ん

が
日に

っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

後ご

に
ま
だ
保ほ

障し
ょ
う

占せ
ん

領り
ょ
うし
て
い
た
威い

海か
い

衛え
い

を
受う

け
取と

り
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
均き

ん

衡こ
う

の
た
め
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
香ほ

ん

港こ
ん

島と
う

対た
い

岸が
ん

の
九

き
ゅ
う

龍り
ゅ
うを
と
っ
た
。

　
こ
う
し
た
情

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
民み

ん

衆し
ゅ
うの
不ふ

満ま
ん

は
高た

か

ま
り
、
義ぎ

和わ

団だ
ん

と
称

し
ょ
う

す
る
拳け

ん

法ぽ
う

の
結け

っ

社し
ゃ

が
あ
ら
わ
れ
た
。
呪じ

ゅ

文も
ん

を
念ね

ん

じ
て
拳け

ん

を
行

お
こ
な

え
ば
、
刀と

う

槍そ
う

に
よ
っ
て
も
傷き

ず

つ
く
こ
と
は
な
い
と
信し

ん

じ
、「
扶ふ

清し
ん

滅め
つ

洋よ
う

（
清し

ん

国こ
く

を
助た

す

け
、
西せ

い

洋よ
う

を
滅ほ

ろ

ぼ
せ
）」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

や
シ
ナ
人じ

ん

キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

徒と

を
襲お

そ

う
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　

１
９
０
０
（
明め

い

治じ

３
３
）
年ね

ん

５
月が

つ

２
８
日に

ち

、
義ぎ

和わ

団だ
ん

の
暴ぼ

う

徒と

が
北ぺ

京き
ん

南な
ん

西せ
い

８
キ
ロ
に
あ
る
張

ち
ょ
う

辛し
ん

店て
ん

駅え
き

を
襲お

そ
っ
て
、
火ひ

を
放は

な

ち
、
電で

ん

信し
ん

設せ
つ

備び

を
破は

壊か
い

し
た
。

　

北ぺ

京き
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
列れ

っ

強き
ょ
う

外が
い

交こ
う

団だ
ん

は
、
清し

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

に
暴ぼ

う

徒と

鎮ち
ん

圧あ
つ

の

要よ
う

求き
ゅ
うを
出だ

す
一い

っ

方ぽ
う

、
天て

ん

津し
ん

の
外が

い

港こ
う

に
停て

い

泊は
く

す
る
列れ

っ

国こ
く

の
軍ぐ

ん

艦か
ん

か
ら
、
混こ

ん

成せ
い

の
海か

い

軍ぐ
ん

陸り
く

戦せ
ん

隊た
い

４
０
０
名め

い

あ
ま
り
を
北ぺ

京き
ん

に
呼よ

び
寄よ

せ
た
。
日に

本ほ
ん

も
軍ぐ

ん

艦か
ん

愛あ

宕た
ご

か
ら
の
２
５
名め

い

の
将

し
ょ
う

兵へ
い

が
参さ

ん

加か

し
た
。
今い

ま

風ふ
う

に
言い

え
ば
多た

国こ
く

籍せ
き

軍ぐ
ん

で
あ
る
。

　

６
月が

つ

４
日か

、
北ぺ

京き
ん

―
天て

ん

津し
ん

間か
ん

の
鉄て

つ

道ど
う

が
、
義ぎ

和わ

団だ
ん

に
よ
っ

て
破は

壊か
い

さ
れ
た
。
北ぺ

京き
ん

の
外が

い

交こ
う

団だ
ん

は
万ま

ん

一い
ちの
場ば

合あ
い

の
脱だ

っ

出し
ゅ
つ

路ろ

を
奪う

ば

わ
れ
た
形か

た
ちと
な
っ
た
。
す
ぐ
に
２
千せ

ん

の
第だ

い

２
次じ

混こ
ん

成せ
い

部ぶ

隊た
い

が
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
た
が
、
鉄て

つ

道ど
う

の
修

し
ゅ
う

復ふ
く

に
時じ

間か
ん

が
か
か
り
、
い
つ
北ぺ

京き
ん

に
た
ど
り
着つ

け
る
か
、
分わ

か
ら
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
。

　

北ぺ

京き
ん

の
公こ

う

使し

館か
ん

地ち

域い
き

は
東と

う

西ざ
い

約や
く

９
百ひ

ゃ
くメ
ー
ト
ル
、
南な

ん

北ぼ
く

約や
く

８
百ひ

ゃ
くメ
ー
ト
ル
の
方ほ

う

形け
い

で
あ
り
、
こ
こ
に
欧お

う

米べ
い

１
０
カ
国こ

く

と
日に

本ほ
ん

の
公こ

う

使し

館か
ん

が
あ
っ
た
。
６
月が

つ

７
日か

、
各か

っ

国こ
く

の
公こ

う

使し

館か
ん

付づ

き

武ぶ

官か
ん

と
陸り

く

戦せ
ん

隊た
い

の
指し

揮き

官か
ん

が
イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

館か
ん

に
集あ

つ

ま
っ
て
、

具ぐ

体た
い

的て
き

な
防ぼ

う

衛え
い

計け
い

画か
く

が
話は

な

し
合あ

わ
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
うは
、
こ
の
４
月が

つ

に
赴ふ

任に
ん

し
た
ば
か
り
の
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

中ち
ゅ
う

佐さ

で
あ
っ
た
。
柴し

ば

は
英え

い

仏ふ
つ

語ご

に
堪た

ん

能の
う

で
、
ま
た
地ち

域い
き

の

詳し
ょ
う

細さ
い

な
防ぼ

う

御ぎ
ょ

計け
い

画か
く

も
持じ

参さ
ん

し
て
い
た
が
、
始は

じ

め
の
う
ち
は
各か

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うの
議ぎ

論ろ
ん

を
黙だ

ま
っ
て
聴き

い
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

の
兵へ

い

力り
ょ
くが
少す

く

な

い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
各か

っ

国こ
く

の
人じ

ん

物ぶ
つ

、
能の

う

力り
ょ
くを
見み

極き
わ

め
よ
う
と
い
う
腹は

ら

だ
っ
た
。
さ
ら
に
東と

う

洋よ
う

人じ
ん

が
い
き
な
り
議ぎ

論ろ
ん

を

リ
ー
ド
し
て
は
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

の
反は

ん

発ぱ
つ

を
招ま

ね

く
と
い
う
こ
と
も
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に

心こ
こ
ろ

得え

て
い
た
。

　

柴し
ば

は
会か

い

議ぎ

の
流な

が

れ
を
掴つ

か

む
と
、
目め

立だ

た
な
い
形か

た
ちで
、
自じ

分ぶ
ん

の
計け

い

画か
く

に
合あ

う
意い

見け
ん

に
つ
い
て
は
「
セ
・
シ
・
ボ
ン
（
結け

っ

構こ
う

で

す
な
）」
と
賛さ

ん

意い

を
示し

め

し
、
ま
た
防ぼ

う

御ぎ
ょ

計け
い

画か
く

の
要よ

う

に
つ
い
て
は
、

ち
ょ
っ
と
ヒ
ン
ト
を
与あ

た

え
る
と
、
別べ

つ

の
列れ

っ

席せ
き

者し
ゃ

が
さ
も
自じ

分ぶ
ん

の

発は
つ

案あ
ん

で
あ
る
か
の
よ
う
に
提て

い

案あ
ん

す
る
、
と
い
う
形か

た
ちで
、
巧た

く

み
に

議ぎ

論ろ
ん

を
誘ゆ

う

導ど
う

し
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
案あ

ん

に
近ち

か

い
結け

つ

論ろ
ん

に
持も

っ
て
い
っ
た
。

　

６
月が

つ

１
１
日に

ち

、
日に

本ほ
ん

公こ
う

使し

館か
ん

の
杉す

ぎ

山や
ま

書し
ょ

記き

生せ
い

が
惨ざ

ん

殺さ
つ

さ
れ

た
。
救

き
ゅ
う

援え
ん

部ぶ

隊た
い

が
来こ

な
い
か
と
北ぺ

京き
ん

城じ
ょ
う

外が
い

に
出で

て
、
戻も

ど

ろ
う

と
し
た
所と

こ
ろ
を
清し

ん

国こ
く

の
警け

い

備び

部ぶ

隊た
い

に
捕つ

か

ま
り
、
心し

ん

臓ぞ
う

を
抉え

ぐ

り
抜ぬ

か
れ
、
そ
の
心し

ん

臓ぞ
う

は
部ぶ

隊た
い

長ち
ょ
うに
献け

ん

上じ
ょ
うさ
れ
た
。
外が

い

交こ
う

団だ
ん

は
治ち

安あ
ん

維い

持じ

の
頼た

の

み
と
し
て
い
た
清し

ん

国こ
く

官か
ん

憲け
ん

ま
で
も
外が

い

国こ
く

人じ
ん

襲し
ゅ
う

撃げ
き

に
加く

わ

わ
っ
た
こ
と
に
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
受う

け
た
。

　

１
３
日に

ち

、
公こ

う

使し

館か
ん

区く

域い
き

に
４
、５
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

の
義ぎ

和わ

団だ
ん

が
襲お

そ

い
か

か
っ
た
。
お
お
ぜ
い
た
む
ろ
し
て
い
る
清し

ん

国こ
く

官か
ん

兵ぺ
い

は
、
見み

て
見み

ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
。
し
か
し
刀か

た
な
や
槍や

り

を
振ふ

り
回ま

わ

す
暴ぼ

う

徒と

は
、

列れ
っ

国こ
く

将し
ょ
う

兵へ
い

の
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

に
撃げ

き

退た
い

さ
れ
た
。

　

１
４
日か

、
怒お

こ

っ
た
暴ぼ

う

徒と

は
、
公こ

う

使し

館か
ん

区く

域い
き

に
隣り

ん

接せ
つ

す
る
シ

ナ
人じ

ん

キ
リ
ス
ト
教

き
ょ
う

民み
ん

の
地ち

域い
き

を
襲お

そ
っ
た
。
凄す

さ

ま
じ
い
男お

と
こ
た
ち
の

怒ど

号ご
う

と
、
女

お
ん
な

子こ

ど
も
の
悲ひ

鳴め
い

が
公こ

う

使し

館か
ん

区く

域い
き

ま
で
聞き

こ
え
て

き
た
。
一ひ

と

晩ば
ん

で
惨ざ

ん

殺さ
つ

さ
れ
た
教

き
ょ
う

民み
ん

は
千せ

ん

人に
ん

を
数か

ぞ

え
た
。

　

１
５
日に

ち

、
タ
イ
ム
ズ
の
特と

く

派は

員い
ん

Ｇ
・
モ
リ
ソ
ン
は
イ
ギ
リ
ス

公こ
う

使し

マ
グ
ド
ナ
ル
ド
を
説と

き
、
２
０
名め

い

の
英え

い

兵へ
い

を
率ひ

き

い
て
５
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

余あ
ま

り
の
教

き
ょ
う

民み
ん

を
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つし
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
の

人に
ん

数ず
う

を
収

し
ゅ
う

容よ
う

す
る
場ば

所し
ょ

が
な
い
。
困こ

ま

っ
た
モ
リ
ソ
ン
が
、
シ
ナ

事じ

情じ
ょ
うに
詳く

わ

し
そ
う
な
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

に
相そ

う

談だ
ん

す
る
と
、
柴し

ば

は
即そ

く

座ざ

に

公こ
う

使し

館か
ん

地ち

域い
き

の
中

ち
ゅ
う

央お
う

北き
た

側が
わ

に
あ
る
５
千せ

ん

坪つ
ぼ

も
の
粛

し
ゅ
く

親し
ん

王の
う

府ふ

を

提て
い

案あ
ん

し
た
。
粛

し
ゅ
く

親し
ん

王の
う

は
開か

い

明め
い

派は

で
、
日に

本ほ
ん

の
近き

ん

代だ
い

化か

政せ
い

策さ
く

を

評ひ
ょ
う

価か

し
て
い
た
。
柴し

ば

が
事じ

情じ
ょ
うを
話は

な

し
て
か
け
あ
う
と
、
教

き
ょ
う

民み
ん

収し
ゅ
う

容よ
う

を
快か

い

諾だ
く

し
た
。

　
こ
の
王お

う

府ふ

は
小こ

高だ
か

く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
を
奪う

ば

わ
れ
れ
ば
、

公こ
う

使し

館か
ん

地ち

域い
き

全ぜ
ん

体た
い

を
見み

下お

ろ
す
形か

た
ち
で
制せ

い

圧あ
つ

さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
事こ

と

に
気き

づ
い
て
い
た
柴し

ば

は
教

き
ょ
う

民た
み

た
ち
を
動ど

う

員い
ん

し
て
保ほ

塁る
い

を

築き
ず

き
始は

じ

め
た
。
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

と
違ち

が
っ
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
多お

お

く
は
シ
ナ
語ご

を
話は

な

せ
た
た
め
、
彼か

れ

ら
は
日に

本ほ
ん

兵へ
い

に
よ
く
な
つ
き
、
熱ね

っ

心し
ん

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
た
。
ま
た
３
０
名め

い

ほ
ど
の
義ぎ

勇ゆ
う

兵へ
い

も
出で

て
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

と

共と
も

に
自じ

衛え
い

に
立た

ち
上あ

が
っ
た
。

１
．
唐と

う

突と
つ

な
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

締て
い

結け
つ

の
背は

い

景け
い

　

６
月が

つ

１
９
日に

ち

、
シ
ナ
政せ

い

府ふ

か
ら
２
４
時じ

間か
ん

以い

内な
い

に
外が

い

国こ
く

人じ
ん

全ぜ
ん

員い
ん

の
北ぺ

京き
ん

退た
い

去き
ょ

を
命め

い

ず
る
通つ

う

牒ち
ょ
うが
あ
っ
た
。
抗こ

う

議ぎ

に
赴お

も
むい
た

ド
イ
ツ
大た

い

使し

は
清し

ん

国こ
く

兵へ
い

に
い
き
な
り
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

さ
れ
、
即そ

く

死し

し
た
。

　

２
０
日か

午ご

後ご

か
ら
は
、
地ち

域い
き

の
警け

い

備び

に
つ
い
て
い
た
清し

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

が
公こ

う

然ぜ
ん

と
攻こ

う

撃げ
き

を
始は

じ

め
た
。
暴ぼ

う

徒と

と
は
異こ

と

な
り
近き

ん

代だ
い

装そ
う

備び

を

持も

つ
清し

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

は
大た

い

砲ほ
う

ま
で
持も

ち
出だ

し
て
、
公こ

う

使し

館か
ん

区く

域い
き

を
砲ほ

う

撃げ
き

し
た
。

　

最さ
い

初し
ょ

の
２
日か

間か
ん

の
戦た

た
かい
で
区く

域い
き

の
東と

う

北ほ
く

端た
ん

に
位い

置ち

す
る
オ
ー

ス
ト
リ
ー
と
ベ
ル
ギ
ー
の
公こ

う

使し

館か
ん

が
火ひ

を
放は

な

た
れ
て
、
焼や

か
れ

た
。
西に

し

正し
ょ
う

面め
ん

と
北き

た

正し
ょ
う

面め
ん

を
受う

け
持も

っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
兵へ

い

は
、

イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

館か
ん

が
西に

し

か
ら
攻こ

う

撃げ
き

を
受う

け
る
と
、
そ
ち
ら
に

移い

動ど
う

し
て
し
ま
っ
た
。

　

北き
た

正し
ょ
う

面め
ん

が
が
ら
あ
き
と
な
り
、
清し

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

が
侵し

ん

入に
ゅ
うす
る
に
は

絶ぜ
っ

好こ
う

の
隙す

き

間ま

が
生し

ょ
う
じ
て
し
ま
っ
た
。
少

し
ょ
う

数す
う

の
日に

本ほ
ん

将し
ょ
う

兵へ
い

と
教

き
ょ
う

民た
み

た
ち
が
た
て
こ
も
る
北ほ

く

辺へ
ん

の
粛

し
ゅ
く

親し
ん

王の
う

府ふ

が
破や

ぶ

ら
れ
れ
ば
、
そ

こ
か
ら
清し

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

は
区く

域い
き

全ぜ
ん

体た
い

を
見み

下お

ろ
し
、
砲ほ

う

撃げ
き

す
る
こ
と

が
で
き
る
。
清し

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

は
激は

げ

し
い
攻こ

う

撃げ
き

を
加く

わ

え
て
き
た
。

　

区く

域い
き

全ぜ
ん

体た
い

の
総そ

う

指し

揮き

官か
ん

に
推お

さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

マ
グ

ド
ナ
ル
ド
は
、
粛

し
ゅ
く

親し
ん

王の
う

府ふ

の
守し

ゅ

備び

を
固か

た

め
る
た
め
に
、
イ
タ

リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ド
イ
ツ
の
兵へ

い

に
柴し

ば

中
ち
ゅ
う

佐さ

の
指し

揮き

下か

に
入は

い

る
よ
う
命め

い

じ
た
が
、
兵へ

い

達た
ち

は
土と

地ち

は
広ひ

ろ

く
、

建た
て

物も
の

は
迷め

い

路ろ

の
よ
う
に
錯さ

く

綜そ
う

す
る
王お

う

府ふ

を
見み

る
と
、「
と
て
も

じ
ゃ
な
い
が
守ま

も

り
き
れ
な
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
自じ

国こ
く

の
公こ

う

使し

団だ
ん

保ほ

護ご

に
帰か

え
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

王お
う

府ふ

防ぼ
う

衛え
い

の
有あ

り

様さ
ま

を
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

の
指し

揮き

下か

に
留と

ど

ま
っ
て
い
た

イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

義ぎ

勇ゆ
う

兵へ
い

の
一ひ

と

人り

Ｂ
・
シ
ン
プ
ソ
ン
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に

日に
っ

記き

に
記し

る

し
た
。

　
数す

う

十じ
ゅ
う

人に
ん

の
義ぎ

勇ゆ
う

兵へ
い

を
補ほ

佐さ

と
し
て
持も

っ
た
だ
け
の
小こ

勢ぜ
い

の

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
、
王お

う

府ふ

の
高た

か

い
壁か

べ

の
守し

ゅ

備び

に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の

壁か
べ

は
ど
こ
ま
で
も
延え

ん

々え
ん

と
つ
づ
き
、
そ
れ
を
守ま

も

る
に
は
少す

く

な
く

と
も
５
百

ひ
ゃ
く

名め
い

の
兵へ

い

を
必ひ

つ

要よ
う

と
し
た
。
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

は
素す

晴ば

ら
し
い
指し

揮き

官か
ん

に
恵め

ぐ

ま
れ
て
い
た
。
公こ

う

使し

館か
ん

付づ

き
武ぶ

官か
ん

の

リ
ュ
ウ
ト
ナ
ン
・
コ
ロ
ネ
ル
・
シ
バ
（
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

）
で
あ
る
。・・・

　
こ
の
小こ

男お
と
こは
、
い
つ
の
間ま

に
か
混こ

ん

乱ら
ん

を
秩ち

つ

序じ
ょ
へ
と
ま
と
め
て

い
た
。
彼か

れ

は
部ぶ

下か

た
ち
を
組そ

織し
き

し
、
さ
ら
に
大お

お

勢ぜ
い

の
教

き
ょ
う

民た
み

た

ち
を
召

し
ょ
う

集し
ゅ
うし
て
、
前ぜ

ん

線せ
ん

を
強

き
ょ
う

化か

し
て
い
た
。
実じ

つ

の
と
こ
ろ
、

彼か
れ

は
な
す
べ
き
こ
と
を
す
べ
て
や
っ
て
い
た
。
ぼ
く
は
、
自じ

分ぶ
ん

が
す
で
に
こ
の
小こ

男お
と
こに
傾け

い

倒と
う

し
て
い
る
こ
と
を
感か

ん

じ
る
。［
１
，

Ｐ
Ｐ
４
８
１
］

　

こ
の
後あ

と

、
王お

う

府ふ

を
守ま

も

る
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

以い

下か

の
奮ふ

ん

戦せ
ん

は
、
８
月が

つ

１
３
日に

ち

に
天て

ん

津し
ん

か
ら
の
救

き
ゅ
う

援え
ん

軍ぐ
ん

が
北ぺ

京き
ん

に
着つ

く
ま
で
、
２
ヶ

月げ
つ

余あ
ま

り
続つ

づ

く
。
睡す

い

眠み
ん

時じ

間か
ん

は
３
、４
時じ

間か
ん

。
大た

い

砲ほ
う

で
壁か

べ

に
穴あ

な

を

あ
け
て
侵し

ん

入に
ゅ
うし
て
く
る
敵て

き

兵へ
い

を
撃げ

き

退た
い

す
る
と
い
う
戦た

た
かい
が
繰く

り

返か
え

し
行お

こ
な
わ
れ
た
。
総そ

う

指し

揮き

官か
ん

マ
グ
ド
ナ
ル
ド
公こ

う

使し

は
、
最さ

い

激げ
き

戦せ
ん

地ち

で
戦た

た
か
う
柴し

ば

へ
の
信し

ん

頼ら
い

を
日ひ

ご
と
に
増ま

し
て
い
っ
た
。
イ
タ

リ
ア
大た

い

使し

館か
ん

が
焼や

け
落お

ち
た
後あ

と

の
イ
タ
リ
ア
将

し
ょ
う

兵へ
い

２
７
名め

い

や
、

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
義ぎ

和わ

団だ
ん

の
地じ

鳴な

り

（３） ２０１８年第５０９８号 	１０月	 ６日	（土曜日）

柴
しば

五
ご

郎
ろう

イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

義ぎ

勇ゆ
う

兵へ
い

を
柴し

ば

の
指し

揮き

下か

に
つ
け
る
な
ど
迅じ

ん

速そ
く

的て
き

確か
く

な
支し

援え
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

６
月が

つ

２
７
日に

ち

に
は
、
夜よ

明あ

け
と
共と

も

に
王お

う

府ふ

に
対た

い

す
る
熾し

烈れ
つ

な
一い

っ

斉せ
い

攻こ
う

撃げ
き

が
行お

こ
な
わ
れ
た
。
多た

勢ぜ
い

の
清し

ん

国こ
く

兵へ
い

は
惜お

し
み
な
く

弾だ
ん

丸が
ん

を
撃う

ち
か
け
て
く
る
。
弾だ

ん

薬や
く

に
乏と

ぼ

し
い
籠ろ

う

城じ
ょ
う

軍ぐ
ん

は
、
一い

っ

発ぱ
つ

必ひ
っ

中ち
ゅ
うで
応お

う

戦せ
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
午ご

後ご

３
時じ

頃ご
ろ

、
つ
い

に
大た

い

砲ほ
う

で
壁か

べ

に
穴あ

な

を
明あ

け
て
、
敵て

き

兵へ
い

が
喊か

ん

声せ
い

を
上あ

げ
な
が
ら

北き
た

の
霊れ

い

殿で
ん

に
突と

つ

入に
ゅ
うし
て
き
た
。
柴し

ば

は
敵て

き

兵へ
い

が
充

じ
ゅ
う

満ま
ん

す
る
の
を

待ま

っ
て
か
ら
、
内な

い

壁へ
き

に
あ
け
て
お
い
た
銃

じ
ゅ
う

眼が
ん

か
ら
一い

っ

斉せ
い

射し
ゃ

撃げ
き

を

し
た
。
敵て

き

は
２
０
余よ

の
死し

体た
い

を
遺い

棄き

し
た
ま
ま
、
入は

い

っ
て
き

た
穴あ

な

か
ら
逃に

げ
て
い
っ
た
。
こ
の
戦せ

ん

果か

は
籠ろ

う

城じ
ょ
う

者し
ゃ

の
間あ

い
だに
た
ち

ま
ち
知し

れ
渡わ

た
っ
て
、
全ぜ

ん

軍ぐ
ん

の
志し

気き

を
大お

お

い
に
鼓こ

舞ぶ

し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

館か
ん

の
書し

ょ

記き

生せ
い

ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
記し

る

し
て
い
る
。

　
王お

う

府ふ

へ
の
攻こ

う

撃げ
き

が
あ
ま
り
に
も
激は

げ

し
い
の
で
、
夜よ

明あ

け
前ま

え

か

ら
援え

ん

軍ぐ
ん

が
送お

く

ら
れ
た
。
王お

う

府ふ

で
指し

揮き

を
と
っ
て
い
る
の
は
、
日に

本ほ
ん

の
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

で
あ
る
。・
・
・

　
日に

本ほ
ん

兵へ
い

が
最も

っ
と
も
優ゆ

う

秀し
ゅ
うで
あ
る
こ
と
は
確た

し

か
だ
し
、
こ
こ
に

い
る
士し

官か
ん

の
中な

か

で
は
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

が
最さ

い

優ゆ
う

秀し
ゅ
うと
見み

な
さ
れ
て
い
る
。

日に

本ほ
ん

兵へ
い

の
勇ゆ

う

気き

と
大だ

い

胆た
ん

さ
は
驚お

ど
ろく
べ
き
も
の
だ
。
わ
が
イ
ギ
リ

ス
水す

い

兵へ
い

が
こ
れ
に
つ
づ
く
。
し
か
し
日に

本ほ
ん

兵へ
い

が
ず
ば
抜ぬ

け
て
一い

ち

番ば
ん

だ
と
思お

も

う
。

　

王お
う

府ふ

を
守ま

も

り
な
が
ら
も
、
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

と
日に

本ほ
ん

の
将

し
ょ
う

兵へ
い

は
他た

の

戦せ
ん

線せ
ん

で
も
頼た

よ

り
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

が
守ま

も
っ
て
い
る
保ほ

塁る
い

が
激は

げ

し
い
砲ほ

う

撃げ
き

を
受う

け
た
時と

き

、
応お

う

援え
ん

に
か

け
つ
け
た
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
兵へ

い

と
の
間あ

い
だで
、
い
っ
そ
突と

つ

撃げ
き

し

て
大た

い

砲ほ
う

を
奪う

ば
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
作さ

く

戦せ
ん

が
提て

い

案あ
ん

さ
れ
、
激は

げ

し
い
議ぎ

論ろ
ん

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

の
意い

見け
ん

を
聞き

こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
呼よ

び
出だ

さ
れ
た
柴し

ば

が
、
成せ

い

功こ
う

の
公こ

う

算さ
ん

は
あ
る

が
、
今い

ま

は
我わ

が
方ほ

う

の
犠ぎ

牲せ
い

を
最さ

い

小し
ょ
うに
す
べ
き
時と

き

と
判は

ん

断だ
ん

を
下く

だ

す
と
、
も
め
て
い
た
軍ぐ

ん

議ぎ

は
す
ぐ
に
ま
と
ま
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

館か
ん

の
正

し
ょ
う

面め
ん

の
壁か

べ

に
穴あ

な

が
あ
け
ら
れ
、
数す

う

百
ひ
ゃ
く

の
清し

ん

国こ
く

兵へ
い

が
乱ら

ん

入に
ゅ
うし
た
時と

き

は
、
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

は
安あ

ん

藤ど
う

大た
い

尉い

以い

下か

８

名め
い

を
救

き
ゅ
う

援え
ん

に
向む

か
わ
せ
た
。
最も

っ
と
も
広こ

う

壮そ
う

な
イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

館か
ん

に
は
各か

っ

国こ
く

の
婦ふ

女じ
ょ

子し

や
負ふ

傷し
ょ
う

者し
ゃ

が
収

し
ゅ
う

容よ
う

さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

安あ
ん

藤ど
う

大た
い

尉い

は
、
サ
ー
ベ
ル
を
振ふ

り
か
ざ
し
て
清し

ん

国こ
く

兵へ
い

に
斬き

り
か
か
り
、
た
ち
ま
ち
数す

う

名め
い

を
切き

り
伏ふ

せ
た
。
つ
づ
く
日に

本ほ
ん

兵へ
い

も
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
敵て

き

兵へ
い

を
突つ

き
刺さ

す
と
、
清し

ん

国こ
く

兵へ
い

は
浮う

き
足あ

し

立だ

ち
、

わ
れ
さ
き
に
と
壁か

べ

の
外そ

と

に
逃に

げ
出だ

し
た
。
館か

ん

内な
い

の
敵て

き

を
一い

っ

掃そ
う

す

る
と
、
今こ

ん

度ど

は
イ
ギ
リ
ス
兵へ

い

が
出

し
ゅ
つ

撃げ
き

し
て
、
３
０
余よ

名め
い

の
敵て

き

を
倒た

お

し
た
。
安あ

ん

藤ど
う

大た
い

尉い

ら
の
奮ふ

ん

戦せ
ん

は
、
イ
ギ
リ
ス
公こ

う

使し

館か
ん

に

避ひ

難な
ん

し
て
い
た
人ひ

と

々び
と

の
目め

の
前ま

え

で
行お

こ
な
わ
れ
た
た
め
、
日に

本ほ
ん

兵へ
い

の

勇ゆ
う

敢か
ん

さ
は
讃さ

ん

歎た
ん

の
的ま

と

と
な
り
、
の
ち
の
ち
ま
で
一い

ち

同ど
う

の
語か

た

り
ぐ

さ
と
な
っ
た
。

　

後の
ち

に
体た

い

験け
ん

者し
ゃ

の
日に

っ

記き

を
発は

っ

掘く
つ

し
て
「
北ぺ

京き
ん

籠ろ
う

城じ
ょ
う」
と
い
う

本ほ
ん

を
ま
と
め
上あ

げ
た
ピ
ー
タ
ー
・
フ
レ
ミ
ン
グ
は
本ほ

ん

の
中な

か

で
こ

う
記き

述じ
ゅ
つし
て
い
る
。

　

戦せ
ん

略り
ゃ
く

上じ
ょ
うの
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

地ち

点て
ん

で
あ
る
王お

う

府ふ

で
は
、
日に

本ほ
ん

兵へ
い

が

守し
ゅ

備び

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
り
、
頭ず

脳の
う

で
あ
っ
た
。・
・
・
日に

本ほ
ん

日に

本ほ
ん

こ
そ
は
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

が
頼た

の

み
に
す
る
に
足た

る
国く

に

と
確か

く

信し
ん

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
８
７
）
皇こ

う

太た
い

子し

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
武む

者し
ゃ

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
村む

ら

上か
み

兵ひ
ょ
う

衛え

、「
守し

ゅ

城じ
ょ
うの

人ひ
と

―
明め

い

治じ

人じ
ん

柴し
ば

五ご

郎ろ
う

大た
い

将し
ょ
うの

生し
ょ
う

涯が
い

」、
光こ

う

人じ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
４

軍ぐ
ん

を
指し

揮き

し
た
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

は
、
籠ろ

う

城じ
ょ
う

中ち
ゅ
うの
ど
の
士し

官か
ん

よ
り
も

勇ゆ
う

敢か
ん

で
経け

い

験け
ん

も
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
誰だ

れ

か
ら
も
好よ

か
れ
、
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
た
。

　
当と

う

時じ

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
つ
き
あ
う
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
が
、
こ
の
籠ろ

う

城じ
ょ
うを
つ
う
じ
て
そ
れ
が
変か

わ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

姿す
が
たが
模も

範は
ん

生せ
い

と
し
て
、
み
な
の
目め

に
映う

つ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
勇ゆ

う

気き

、
信し

ん

頼ら
い

性せ
い

、
そ
し
て
明め

い

朗ろ
う

さ
は
、
籠ろ

う

城じ
ょ
う

者し
ゃ

一い
ち

同ど
う

の
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

の
的ま

と

と
な
っ
た
。
籠ろ

う

城じ
ょ
うに
関か

ん

す
る
数か

ず

多お
お

い
記き

録ろ
く

の

中な
か

で
、
直

ち
ょ
く

接せ
つ

的て
き

に
も
間か

ん

接せ
つ

的て
き

に
も
、
一ひ

と

言こ
と

の
非ひ

難な
ん

も
浴あ

び
て
い

な
い
の
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
け
で
あ
る
。［
１
，
Ｐ
５
０
０
］

　

救
き
ゅ
う

援え
ん

の
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

が
、
清し

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

や
義ぎ

和わ

団だ
ん

と
戦た

た
かい
な
が
ら
、

つ
い
に
北ぺ

京き
ん

に
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
８
月が

つ

１
３
日に

ち

の
こ
と
だ
っ

た
。
総そ

う

勢ぜ
い

１
万ま

ん

６
千せ

ん

の
半な

か

ば
を
日に

本ほ
ん

か
ら
駆か

け
つ
け
た
第だ

い

５

師し

団だ
ん

が
占し

め
て
い
た
。
そ
の
他ほ

か

、
ロ
シ
ア
３
千せ

ん

、
英え

い

米べ
い

が
各か

く

２
千せ

ん

、
フ
ラ
ン
ス
８
百ひ

ゃ
く
な
ど
で
あ
る
。
籠ろ

う

城じ
ょ
うし
て
い
た
柴し

ば

中
ち
ゅ
う

佐さ

以い

下か

は
、
ほ
と
ん
ど
弾だ

ん

薬や
く

も
尽つ

き
た
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
。

　

１
４
日か

、
西せ

い

太た
い

后こ
う

の
一い

っ

行こ
う

は
西せ

い

安あ
ん

に
向む

け
て
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
た
。
そ

の
午ご

後ご

、
北ぺ

京き
ん

入に
ゅ
う

城じ
ょ
う

後ご

最さ
い

初し
ょ

の
列れ

っ

国こ
く

指し

揮き

官か
ん

会か
い

議ぎ

が
開ひ

ら

か

れ
た
。
冒ぼ

う

頭と
う

マ
グ
ド
ナ
ル
ド
公こ

う

使し

が
、
籠ろ

う

城じ
ょ
うの
経け

い

過か

に
つ
い
て

報ほ
う

告こ
く

し
た
。
武ぶ

器き

、
食

し
ょ
く

糧り
ょ
うの
窮

き
ゅ
う

迫は
く

、
守し

ゅ

兵へ
い

の
不ふ

足そ
く

、
将

し
ょ
う

兵へ
い

の

勇ゆ
う

敢か
ん

さ
と
不ふ

屈く
つ

の
意い

志し

、
不ふ

眠み
ん

不ふ

休き
ゅ
うの
戦た

た
かい
、
そ
し
て
公こ

う

使し

は
最さ

い

後ご

に
こ
う
付つ

け
加く

わ

え
た
。

　
北ぺ

京き
ん

籠ろ
う

城じ
ょ
うの
功こ

う

績せ
き

の
半な

か

ば
は
、
と
く
に
勇ゆ

う

敢か
ん

な
日に

本ほ
ん

将し
ょ
う

兵へ
い

に
帰か

え

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

柴し
ば

中ち
ゅ
う

佐さ

が
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

将し
ょ
う

兵へ
い

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

義ぎ

勇ゆ
う

兵へ
い

に
こ
の
言こ

と

葉ば

を
伝つ

た

え
る
と
、
嗚お

咽え
つ

の
声こ

え

が
漏も

れ
た
。
誰だ

れ

も
が
祖そ

国こ
く

の
名め

い

誉よ

を
守ま

も

り
、
欧お

う

米べ
い

の
人ひ

と

々び
と

か
ら
も
認み

と

め
ら
れ
た
誇ほ

こ

ら
し
い
感か

ん

情
じ
ょ
う

を
味あ

じ

わ
っ
て
い
た
。

　

柴し
ば

中ち
ゅ
う

佐さ

は
そ
の
後ご

も
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

占せ
ん

領り
ょ
う

地ち

域い
き

で
は
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

に
よ
る
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

を
一い

っ

切さ
い

許ゆ
る

さ
ず
、
そ
の
治ち

安あ
ん

の
良よ

さ
は
市し

民み
ん

の

間あ
い
だの
み
な
ら
ず
、
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

の
間あ

い
だで
も
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

と
な
っ
た
。

　

柴し
ば

中ち
ゅ
う

佐さ

に
は
欧お

う

米べ
い

各か
っ

国こ
く

か
ら
も
勲く

ん

章し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

が
相あ

い

継つ

ぎ
、

ま
た
タ
イ
ム
ズ
の
記き

者し
ゃ

モ
リ
ソ
ン
の
報ほ

う

道ど
う

も
あ
い
ま
っ
て
コ
ロ
ネ

ル
・
シ
バ
は
欧お

う

米べ
い

で
広ひ

ろ

く
知し

ら
れ
る
最さ

い

初し
ょ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
な
っ
た
。

そ
の
後ご

、
総そ

う

指し

揮き

官か
ん

を
務つ

と

め
た
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
は
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

大た
い

使し

に
転て

ん

じ
、
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

の
締て

い

結け
つ

を
強

き
ょ
う

力り
ょ
くに
押お

し
進す

す

め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
柴し

ば

中ち
ゅ
う

佐さ

と
日に

本ほ
ん

将し
ょ
う

兵へ
い

の
見み

せ
た
奮ふ

ん

戦せ
ん

ぶ
り
か
ら
、

義ぎ

和わ

団だ
ん

に
襲お

そ

わ
れ
た
公こ

う

使し

館か
ん

区く

域い
き

を
守ま

も

る
多た

国こ
く

籍せ
き

軍ぐ
ん

の
中ち

ゅ
う
心し

ん

と
な
っ
た

                                                
柴し

ば

五ご

郎ろ
う

中ち
ゅ
う
佐さ

と
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

将し
ょ
う
兵へ

い

の
奮ふ

ん

戦せ
ん

３
．
籠ろ

う

城じ
ょ
う

計け
い

画か
く

４
．
義ぎ

和わ

団だ
ん

の
来ら

い

襲し
ゅ
う

７
．
安あ

ん

藤ど
う

大た
い

尉い

の
奮ふ

ん

戦せ
ん

５
．
清し

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

も
攻こ

う

撃げ
き

開か
い

始し

６
．
日に

本ほ
ん

兵へ
い

の
勇ゆ

う

気き

と
大だ

い

胆た
ん

さ
は

        

驚お
ど
ろ

く
べ
き
も
の
だ

８
．
コ
ロ
ネ
ル
・
シ
バ
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か
ら
「
や
り
直な

お

し
」
と
繰く

り

返か
え

さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
い
っ
た
い
何な

ん

十じ
ゅ
う

人に
ん

が
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

を
練れ

ん

習し
ゅ
う
し
て
い
る
か

知し

ら
な
い
が
、
数す

う

年ね
ん

も
し
な

い
う
ち
に
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

使づ
か

い
人じ

ん

口こ
う

は

ブ
ラ
ジ
ル
が
一い

ち

番ば
ん

に
な
る
か

も
？
！　

や
は
り
「
〃
明め

い

治じ

の
日に

本ほ
ん

〃
を
見み

た
い
な
ら
ブ

ラ
ジ
ル
へ
」
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今こ

年と
し

で
創そ

う

立り
つ

２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
二に

天て
ん

古こ

武ぶ

道ど
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

（
岸き

し

川か
わ

ジ
ョ
ー
ジ
代だ

い

表ひ
ょ
う）
が
８
月が

つ

に
、
日に

本ほ
ん

の
二に

刀と
う

神し
ん

影か
げ

流り
ゅ
う

鎖く
さ
り

鎌が
ま

術じ
ゅ
つの
島し

ま

村む
ら

収お
さ
む

第だ
い

六ろ
く

代だ
い

宗そ
う

家け

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
て
、
演え

ん

舞ぶ

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行お

こ

な
っ
た
。
初は

つ

来ら
い

伯は
く

と
な
っ
た
島し

ま

村む
ら

第だ
い

六ろ
く

代だ
い

宗そ
う

家け

は
８
月が

つ

２
１
～
２
７
日に

ち

ま
で
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

術じ
ゅ
つを
教お

し

え
た
ほ
か
、
岸き

し

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うに
対た

い

し
海か

い

外が
い

初は
つ

と
な
る
免め

ん

許き
ょ

皆か
い

伝で
ん

を
行お

こ

な

っ
た
。
島し

ま

村む
ら

第だ
い

六ろ
く

宗そ
う

家け

は
８
月が

つ

２
７
日に

ち

に
帰き

国こ
く

し
た
。

　

蜂は
ち

鳥ど
り

誌し

友ゆ
う

会か
い

（
編へ

ん

集し
ゅ
う

兼け
ん

発は
っ

行こ
う

人に
ん

＝
富と

み

重し
げ

久ひ
さ

子こ

）
に
よ
る

俳は
い

誌し

『
蜂は

ち

鳥ど
り

』
３
４
３
号ご

う

が

刊か
ん

行こ
う

さ
れ
た
。《
天て

ん

空く
う

の
都

み
や
こ

の
跡あ

と

や
霧き

り

襖ふ
す
ま

》（
馬ば

場ば

園ぞ
の

か

ね
）
は
ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
遺い

跡せ
き

を
訪た

ず

ね
た
と
き
の

旅り
ょ

吟ぎ
ん

。《
行い

く
秋あ

き

や
ゴ
ヤ
ス

街か
い

道ど
う

ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
》（
田た

中な
か

勝か
つ

子こ

）
は
ブ
ラ
ジ
リ
ア
在ざ

い

住じ
ゅ
う。
意い

外が
い

な
も
の
を
詠よ

み
込こ

　

島し
ま

村む
ら

第だ
い

六ろ
く

代だ
い

宗そ
う

家け

は
８
月が

つ

２
１
日に

ち

、
聖せ

い

市し

の
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協
き
ょ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

で
試た

め

し
切ぎ

り
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
約や

く

３
０

人に
ん

の
剣け

ん

士し

が
見み

守ま
も

る
中な

か

、
藁わ

ら

を
見み

事ご
と

に
切き

っ
た
島し

ま

村む
ら

宗そ
う

家け

は
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
に
も
切き

り
方か

た

を

伝で
ん

授じ
ゅ

し
、
実じ

っ

践せ
ん

さ
せ
た
。

　

そ
の
後ご

鎖く
さ
り

鎌が
ま

の
演え

ん

舞ぶ

も

披ひ

露ろ
う

し
た
島し

ま

村む
ら

第だ
い

六ろ
く

代だ
い

宗そ
う

家け

は
、
岸き

し

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うに
約や

く

１
５
メ

ー
ト
ル
の
長な

が

さ
の
「
免め

ん

許き
ょ

皆か
い

傅で
ん

之の

巻ま
き

」
を
授じ

ゅ

与よ

し
た
。

　

同ど
う

鎖く
さ
り

鎌が
ま

術じ
ゅ
つは
宮み

や

本も
と

武む

蔵さ
し

か
ら
二に

天て
ん

一い
ち

流り
ゅ
うを
継つ

い
だ
寺て

ら

尾お

求も
と

馬め
の

助す
け

の
弟で

子し

、
新し

ん

免め
ん

弁べ
ん

助す
け

が
開ひ

ら

い
た
「
神し

ん

免め
ん

二に

刀と
う

神し
ん

影か
げ

流り
ゅ
う」
よ
り
出で

た
も
の
。
日に

本ほ
ん

古こ

武ぶ

道ど
う

で
二に

丁ち
ょ
う

鎖く
さ
り

鎌が
ま

を

使つ
か

う
の
は
同ど

う

鎖く
さ
り

鎌が
ま

術じ
ゅ
つの
み

だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協き
ょ
う

会か
い

（
大お

お

沼ぬ
ま

宣の
り

信の
ぶ

会か
い

長ち
ょ
う

）
が
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

胆い
ぶ
り振
東と

う

部ぶ

地じ

震し
ん

で
震し

ん

度ど

６

強き
ょ
うの
被ひ

害が
い

を
受う

け
た
安あ

平び
ら

町
ち
ょ
う

の
支し

援え
ん

の
た
め
『
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

安あ

平び
ら

町ち
ょ
う

震し
ん

災さ
い

支し

援え
ん

イ
ベ
ン

ト
』
を
１
２
日に

ち

（
金き

ん

）
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
午ご

後ご

３
時じ

半は
ん

ま

で
、
聖せ

い

市し

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

（R
u

a 
Jo

a
q

u
im

 T
a

v
o

ra
, 

6
0

5
, V

ila M
arian

a

）

で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

９
月が

つ

６
日か

午ご

前ぜ
ん

３
時じ

に
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

胆い
ぶ
り振
地ち

方ほ
う

中ち
ゅ
う

東と
う

部ぶ

を
震し

ん

源げ
ん

と
し
て
地じ

震し
ん

が
発は

っ

生せ
い

し
、

約や
く

２
５
の
市し

町ち
ょ
う

が
震し

ん

度ど

５

弱じ
ゃ
く

以い

上じ
ょ
うの
大お

お

き
な
被ひ

害が
い

を
受う

け
た
。
特と

く

に
被ひ

害が
い

が
大お

お

き
か

っ
た
の
が
厚あ

つ

真ま

町ち
ょ
うと
む
か
わ

町ち
ょ
う、
安あ

平び
ら

町ち
ょ
うだ
。

　

中な
か

で
も
こ
の
安あ

平び
ら

町ち
ょ
うと
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協き
ょ
う

会か
い

に
は
深ふ

か

い
ゆ
か
り

が
あ
る
た
め
に
、
特と

く

別べ
つ

に
支し

援え
ん

イ
ベ
ン
ト
が
今こ

ん

回か
い

企き

画か
く

さ

れ
た
。
と
い
う
の
も
、
同ど

う

町
ち
ょ
う

は
真し

ん

保ぼ

生せ
い

紀き

早は
や

来き
た

郵ゆ
う

便び
ん

局
き
ょ
く

　

岸き
し

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
約や

く

２
０
年ね

ん

の

間あ
い
だ、
毎ま

い

年と
し

３
回か

い

ほ
ど
訪ほ

う

日に
ち

し

同ど
う

鎖く
さ
り

鎌が
ま

術じ
ゅ
つの
習

し
ゅ
う

得と
く

に
努つ

と

め

た
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

外が
い

で
の
免め

ん

許き
ょ

皆か
い

伝で
ん

は
初は

つ

、
ま
た
他た

の
免め

ん

許き
ょ

所し
ょ

有ゆ
う

者し
ゃ

は
島し

ま

村む
ら

第だ
い

六ろ
く

代だ
い

宗そ
う

家け

が

今こ

年と
し

５
月が

つ

、
約や

く

４
０
年ね

ん

ぶ
り

に
免め

ん

許き
ょ

皆か
い

伝で
ん

者し
ゃ

と
し
て
認み

と

め

た
細ほ

そ

川か
わ

隆た
か
し

第だ
い

七な
な

代だ
い

宗そ
う

家け

の
２

人り

の
み
。

　

８
月が

つ

２
５
日に

ち

に
は
本ほ

ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

日に
っ

教
き
ょ
う

寺じ

で
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

術じ
ゅ
つの
セ
ミ
ナ
ー
と

局き
ょ
く

長ち
ょ
う（
当と

う

時じ

）
ら
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
り
、
２
０
０
９
年ね

ん

に
行お

こ

な
わ
れ
た
同ど

う

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

設せ
つ

立り
つ

７
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

な
ど
の
式し

き

典て
ん

に
あ
わ
せ
、
体た

い

長ち
ょ
う２
メ
ー
ト
ル
も
の
雪ゆ

き

だ
る

ま
を
空く

う

輸ゆ

し
て
贈お

く

っ
た
。

　

ま
た
、
来ら

い

年ね
ん

８
月が

つ

に
予よ

定て
い

し
て
い
る
同ど

う

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
０
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
も
雪ゆ

き

だ
る

ま
を
船ふ

な

便び
ん

で
当と

う

地ち

に
贈お

く

り
、

優
ゆう

勝
しょう

した永
なが

山
やま

さん

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
ト
ヨ
タ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

（
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
チ
ャ
ン
社し

ゃ

長ち
ょ
う）は
、先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

、カ
ロ
ー

ラ
を
生せ

い

産さ
ん

す
る
イ
ン
ダ
イ
ア

ツ
ー
バ
工こ

う

場じ
ょ
うに
１
０
億お

く

レ
ア
ル

（
約や

く

２
８
９
億お

く

円え
ん

）
の
新し

ん

規き

投と
う

資し

計け
い

画か
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
オ・

エ
ス
タ
ー
ド
紙し

が
２
９
日に

ち

付づ
け

紙し

面め
ん

で
報ほ

う

じ
て
い
る
。

　

同ど
う

紙し

に
よ
れ
ば
、
工こ

う

場じ
ょ
う

開か
い

設せ
つ

２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
同ど

う

計け
い

画か
く

は
発は

っ

表ぴ
ょ
う
さ

れ
た
。
今こ

ん

後ご

１
８
カ
月げ

つ

で
実じ

っ

施し

さ
れ
、
設せ

つ

備び

近き
ん

代だ
い

化か

と
そ

れ
に
伴と

も
な

う
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

訓く
ん

練れ
ん

が
行

お
こ
な

わ
れ
る
と
い
う
。

　

同ど
う

日じ
つ

、
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
た
ラ
米べ

い

カ
リ
ブ
地ち

域い
き

を
統と

う

轄か
つ

す
る
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
セ
イ
ン
ト
・
ア

ン
ジ
ェ
ロ
最さ

い

高こ
う

経け
い

営え
い

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

は
「
こ
の
発は

っ

表ぴ
ょ
う
は
、
我わ

が
社し

ゃ

の
ブ
ラ
ジ
ル
と
そ
の
国こ

く

民み
ん

に

対た
い

す
る
信し

ん

頼ら
い

を
、
も
う
一い

ち

度ど

表あ
ら
わ

す
例れ

い

と
な
っ
た
。
顧こ

客き
ゃ
くの

期き

待た
い

に
応こ

た

え
、
さ
ら
に
輸ゆ

出
し
ゅ
つ

競き
ょ
う

争そ
う

力り
ょ
くを
つ
け
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
し
た
こ
の
投と

う

資し

に
よ
り
、

よ
り
柔

じ
ゅ
う

軟な
ん

で
競

き
ょ
う

争そ
う

的て
き

な
工こ

う

場
じ
ょ
う

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
期き

待た
い

を

語か
た

っ
た
。

　

９
月が

つ

７
日か

に
亡な

く
な
っ
た

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
画が

家か

、
コ
ロ
ニ
ア
史し

研け
ん

究き
ゅ
う

家か

の

田た

中な
か

慎し
ん

二じ

さ
ん
の
一い

っ

カ
月げ

つ

ミ

サ
が
、
１
４
日か

（
日に

ち

）
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

１
５
分ふ

ん

か
ら
、
教

き
ょ
う

会か
い

（P
aroquia Sao Fran-

cisco de A
ssis, R

u
a 

B
orges Lagoa, 1

2
0

9
 

V
ila C

lem
en

tin
o

）
で

行お
こ

な
わ
れ
る
。

ん
だ
作さ

く

品ひ
ん

。
こ
の
大だ

い

シ
ョ
ッ

ク
に
よ
っ
て
不ふ

況き
ょ
うの
ど
ん
底ぞ

こ

の
底そ

こ

に
、
ま
た
大お

お

穴あ
な

が
あ

い
た
デ
キ
ゴ
ト
。《
凛り

ん

と
咲さ

く
微び

笑し
ょ
う

の
眞ま

子こ

さ
ま
寒か

ん

桜ざ
く
ら

》

（
篠し

の

崎ざ
き

路み
ち

子こ

）
も
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

ら
し
い
め
で
た
い
句く

。
そ

の
式し

き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うと
な
っ
た
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
は
、
西に

し

日に

本ほ
ん

豪ご
う

雨う

の
寄き

付ふ

を
募つ

の

る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
っ
た
。《
置お

か
れ
た
る

義ぎ

援え
ん

金き
ん

箱ば
こ

冬ふ
ゆ

ぬ
く
し
》（
鈴す

ず

木き

文ふ
み

子こ

）
は
そ
れ
を
詠よ

ん
だ

も
の
か
。《
七た

な
ば
た夕
や
葉は

の
数か

ず

し
の
ぐ
願ね

が

い
事ご

と

》（
山や

ま

岡お
か

秋あ
き

雄お

）
に
は
、
ま
っ
た
く
同ど

う

感か
ん

。
笹さ

さ

の
葉は

よ
り
多お

お

く
、
ぎ

っ
し
り
と
ポ
語ご

の
願ね

が

い
札ふ

だ

が

吊つ

り
下さ

げ
ら
れ
、
竹た

け

が
重お

も

そ

う
な
様よ

う

子す

が
目め

に
浮う

か
ぶ
。

大だ
い

不ふ

況き
ょ
う

の
ブ
ラ
ジ
ル
ゆ
え

に
、
願ね

が

い
事ご

と

も
多お

お

い
？

２
０
年ね

ん

越ご

し
の
修し

ゅ
う

練れ
ん

が
実み

の

る

海か
い

外が
い

初は
つ

、
島し

ま

村む
ら

第だ
い

六ろ
く

代だ
い

宗そ
う

家け

か
ら

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
）

で
展て

ん

示じ

す
る
企き

画か
く

も
話は

な

し
合あ

わ
れ
て
い
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
支し

援え
ん

イ
ベ
ン
ト
で

は
ヤ
キ
イ
カ
、
焼や

き
ニ
シ
ン

な
ど
の
料

り
ょ
う

理り

の
ほ
か
、
デ
ザ

ー
ト
や
飲の

み
物も

の

が
販は

ん

売ば
い

さ
れ

る
。
売う

り

上あ

げ
は
支し

援え
ん

金き
ん

と
し

て
１
１
月が

つ

に
来ら

い

伯は
く

予よ

定て
い

の
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

に
渡わ

た

さ
れ

る
。
会か

い

場じ
ょ
う

内な
い

に
は
募ぼ

金き
ん

箱ば
こ

も

イ
ン
ダ
イ
ア
ツ
ー
バ
工こ

う

場じ
ょ
う

近き
ん

代だ
い

化か

ト
ヨ
タ
、
新し

ん

規き

投と
う

資し

２
８
９
億お

く

円え
ん

永な
が

山や
ま

ペ
ド
ロ
さ
ん
が
優ゆ

う

勝し
ょ
う

飾か
ざ

る

ホ
ン
ダ
・
オ
ー
プ
ン
今こ

年と
し

も
開か

い

催さ
い

と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

ま
た
、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
銀ぎ

ん

行こ
う

口こ
う

座ざ

で
も
募ぼ

金き
ん

を
受う

け
付つ

け

て
い
る
。
振ふ

り

込こ
み

先さ
き

は
以い

下か

の
通と

お

り
。《A

sso
ciaçao 
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o d
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ア
ル
ジ
ャ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
『
第だ

い

４
２
回か

い

ア
ル
ジ

ャ
ー
ゴ
ル
フ
大た

い

会か
い　

ホ
ン

ダ
オ
ー
プ
ン
』
が
、
先せ

ん

月げ
つ

２
２
、２
３
日に

ち

に
行お

こ

な
わ
れ
、

永な
が

山や
ま

ペ
ド
ロ
さ
ん
が
優ゆ

う

勝し
ょ
うに

輝か
が
やい
た
。

　

永な
が

山や
ま

さ
ん
は
先せ

ん

月げ
つ

行お
こ
なわ
れ

た
「
第だ

い

５
０
回か

い

サ
ン
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
」
で
も

優ゆ
う

勝し
ょ
うし
て
お
り
、
世せ

界か
い

ア
マ

チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ラ
ン
キ
ン
グ

の
予よ

選せ
ん

に
あ
た
る
大た

い

会か
い

で
２

連れ
ん

覇ぱ

達た
っ

成せ
い

と
な
っ
た
。

　

永な
が

山や
ま

さ
ん
は
１
４
３
打だ

（
１
ア
ン
ダ
ー
パ
ー
）
を
記き

録ろ
く

。
２
位い

の
フ
ィ
リ
ペ
・
ロ

ッ
シ
さ
ん
は
１
５
０
打だ

（
＋

６
）。
続つ

づ

く
ト
ー
マ
ス
・
チ

ョ
イ
さ
ん
は
１
５
１
打だ

、
マ

ル
コ
ス
・
ネ
ギ
リ
さ
ん
は

１
５
３
打だ

を
記き

録ろ
く

し
た
。

　

本ほ
ん

大た
い

会か
い

で
は
ホ
ン
ダ
の
シ

ビ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ス

ク
ー
タ
ー
Ｓ
Ｈ
３
０
０
ｉ
等と

う

の
豪ご

う

華か

賞し
ょ
う

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
る

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞し

ょ
う

が
用よ

う

意い

さ
れ
て
い
が
、
達た

っ

成せ
い

者し
ゃ

は
出で

な
か
っ
た
。

岸
きし

川
かわ

代
だい

表
ひょう

が鎖
くさり

鎌
がま

術
じゅつ

で免
めん

許
きょ

皆
かい

伝
でん
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イ
カ
や
ニ
シ
ン
焼や

き
を
１
２
日に

ち

安あ

平び
ら

町ち
ょ
う

被ひ

災さ
い

者し
ゃ

支し

援え
ん

に
立た

ち
上あ

が
る

北
ほっ

海
かい

道
どう

協
きょう

会
かい

岸
きし

川
かわ

代
だい

表
ひょう

、島
しま

村
むら

第
だい

六
ろく

代
だい

宗
そう

家
け

案
あん

内
ない

に来
らい

社
しゃ

した大
おお

沼
ぬま

会
かい

長
ちょう

、馬
ば

場
ば

第
だい

一
いち

副
ふく

会
かい

長
ちょう

二
に

天
て ん

古
こ

武
ぶ

道
ど う

研
け ん

究
きゅう

所
し ょ

ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

、
援え

ん

協き
ょ
う

に
寄き

付ふ

バ
ザ
ー
収
し
ゅ
う
益え
き
１
万ま
ん
２
千せ
ん
レ
も

田た

中な
か

慎し
ん

二じ

さ
ん

一い
っ

カ
月げ

つ

ミ
サ

　

ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

（
坂さ

か

田た

ミ
チ
部ぶ

長ち
ょ
う）
は
９
月が

つ

２
８
日に

ち

、
サ
ン

パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
に
１
万ま

ん

２
千せ

ん

レ
ア
ル
を
寄き

付ふ

し
た
。

　

同ど
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

は
、
毎ま

い

年と
し

９
月が

つ

に
慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
を
開か

い

催さ
い

し
て

お
り
、
収

し
ゅ
う

益え
き

を
援え

ん

協き
ょ
うに
寄き

付ふ

し
て
い
る
。
寄き

付ふ

の
た
め
坂さ

か

田た

部ぶ

長ち
ょ
う、
朝あ

さ

比ひ

奈な

カ
タ
リ
ー

ナ
副ふ

く

部ぶ

長ち
ょ
う、
小お

串ぐ
し

広ひ
ろ

子こ

副ふ
く

部ぶ

セミナー参
さん

加
か

者
しゃ

らと記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

長ち
ょ
う、
川か

わ

野の

栄え

美み

子こ

会か
い

計け
い

が
援え

ん

協き
ょ
うを
訪お

と
ず

れ
、
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
う、
足あ

立だ
ち

操み
さ
お

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うが
応お

う

対た
い

し
、

謝し
ゃ

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

寄き

付ふ

金き
ん

は
、
援え

ん

協き
ょ
う

参さ
ん

加か

に

あ
る
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

な
ど

の
運う

ん

営え
い

に
充あ

て
ら
れ
る
。

援え
ん

協き
ょ
う

を
訪お

と
ず

れ
た
一い

っ

行こ
う

演え
ん

舞ぶ

を
行お

こ
な
い
、
岸き

し

川か
わ

代だ
い

表
ひ
ょ
う

が
剣け

ん

道ど
う

を
教お

し

え
る
生せ

い

徒と

ら
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
集あ

つ

ま
る
盛せ

い

況き
ょ
うと

な
っ
た
。

　

島し
ま

村む
ら

第だ
い

六ろ
く

代だ
い

宗そ
う

家け

は
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
多お

お

さ
に
驚お

ど
ろ
き
、「
こ
ん
な

に
弟で

子し

が
い
る
の
は
嬉う

れ

し
い
。

こ
の
場ば

の
全ぜ

ん

員い
ん

に
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

術じ
ゅ
つを

身み

に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
喜よ

ろ
こん

で
い
た
そ
う
。

　

９
月が

つ

２
０
日か

に
来ら

い

社し
ゃ

報ほ
う

告こ
く

し
た
岸き

し

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

の
練れ

ん

習し
ゅ
うに
励は

げ

ん
だ
当と

う

時じ

を
振ふ

り
返か

え

げ
方か

た

を
身み

に
つ
け
た
後あ

と

、
命め

い

中ち
ゅ
うさ
せ
る
練れ

ん

習し
ゅ
うに
な
る
」
と

説せ
つ

明め
い

し
た
。
繰く

り
返か

え

し
繰く

り

返か
え

し
投な

げ
る
型か

た

を
身み

に
つ
け

た
あ
と
、
よ
う
や
く
的ま

と

に
当あ

て
る
練れ

ん

習し
ゅ
うの
段だ

ん

階か
い

に
。
ま
ず

は
固こ

定て
い

さ
れ
た
的ま

と

か
ら
は
じ

め
、
そ
の
後ご

、
動う

ご

く
人に

ん

形ぎ
ょ
うに

当あ

て
る
練れ

ん

習し
ゅ
う
を
は
じ
め
る
と

か
。
動う

ご

く
的ま

と

に
命め

い

中ち
ゅ
う
さ
せ
る

の
も
何な

ん

年ね
ん

も
か
か
り
、
先せ

ん

生せ
い

　

二に

天て
ん

古こ

武ぶ

道ど
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

（
岸き

し

川か
わ

ジ
ョ
ー
ジ
代だ

い

表ひ
ょ
う

）
は
「
剣け

ん

道ど
う

よ
り
も
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

の
方ほ

う

が
強つ

よ

い
。

だ
か
ら
憧あ

こ
が

れ
た
」
と
始は

じ

め
た

理り

由ゆ
う

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

術
じ
ゅ
つ

を
習

し
ゅ
う

得と
く

す
る
際さ

い

、「
ま
ず
投な

り
、「
鎖

く
さ
り

鎌が
ま

は
今い

ま

ま
で
で
一い

ち

番ば
ん

難む
ず
かし
い
武ぶ

術じ
ゅ
つで
本ほ

ん

当と
う

に
苦く

労ろ
う

し
た
。
鎌か

ま

、
分ふ

ん

銅ど
う

の
投な

げ
方か

た

を
身み

に
つ
け
る
の
に
何な

ん

年ね
ん

も
か

か
っ
た
」
と
語か

た
っ
た
。

　
「
練れ

ん

習し
ゅ
うは
本ほ

ん

当と
う

に
大た

い

変へ
ん

だ
っ

た
が
、
海か

い

外が
い

で
初は

じ

め
て
免め

ん

許き
ょ

を
い
た
だ
き
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
い
」

と
免め

ん

許き
ょ

皆か
い

伝で
ん

の
喜よ

ろ
こ
び
を
噛か

み

締し

め
た
。

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

「
ピ
ン
ド
ラ
ー
マ
」

１
０
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　
「
美び

人じ
ん

を
作つ

く

る
レ
ス
ト
ラ
ン

＆
カ
フ
ェ
」
で
は
健け

ん

康こ
う

志し

向こ
う

の

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ナ
ラ
・
ラ
ー

メ
ン
の
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ラ
ー
メ
ン

な
ど
を
紹

し
ょ
う

介か
い

。

　

ま
た
、好こ

う

評ひ
ょ
う

連れ
ん

載さ
い

中ち
ゅ
うの「
ぐ

る
め
う
ぉ
っ
ち
ゃ
ー
」「
ブ
ラ

ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

レ
ポ
ー
ト
」
の
ほ

か
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
」
な
ど
グ

ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
、
求

き
ゅ
う

人じ
ん

情
じ
ょ
う

報ほ
う

を
掲け

い

載さ
い

。

　
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

材ざ
い

店て
ん

な
ど
で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い

合あ
わ

せ
は

同ど
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
１
１
・
３
２
７ 

７
・４
１
２
１
）
ま
で
。

ピ
ン
ド
ラ
ー
マ

１
０
月が
つ
号ご
う

設せ
っ

置ち

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
大お

お

沼ぬ
ま

会か
い

長ち
ょ
う、
馬ば

場ば

光み
つ

男お

第だ
い

一い
ち

副ふ
く

会か
い

長
ち
ょ
う

ら
は
「
イ
ベ
ン
ト
で

は
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

に
向む

け
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
の
撮さ

つ

影え
い

も
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

周し
ゅ
う

辺へ
ん

だ
け
で
な
く
、
ブ
ラ

ジ
ル
全ぜ

ん

土ど

の
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

、
同ど

う

系け
い

人じ
ん

の

人ひ
と

は
ぜ
ひ
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

を
」

ブ
ラ
ジ
ル
銀ぎ

ん

行こ
う

で
義ぎ

援え
ん

金き
ん

受う
け

付つ

け
中ち

ゅ
う



Nobel de Medicina deste ano 
pretende doar prêmio para 
Universidade de Kyoto
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Nobel (03/10/2018)

Um dos vencedores do 
Nobel de Fisiologia ou Me-
dicina deste ano estaria pla-
nejando doar o dinheiro do 
prêmio para apoiar jovens 
cientistas na sua universida-
de.
Na segunda-feira, Tasuku 

Honjo, professor distinto da 
Universidade de Kyoto, sou-
be que foi premiado junto 
com o professor americano 
James Allison, da Universi-
dade do Texas. O trabalho 
de Honjo sobre o sistema 
imunológico no combate 

ao câncer foi o responsável 
pela premiação.
Na terça-feira, o japonês 
disse à imprensa que quer 
retribuir a universidade para 
ajudar a fomentar sucesso-
res.
Fontes da Universidade de 

Um terremoto de magni-
tude 5,2 atingiu a província 
de Hokkaido, no norte do 
Japão.
A Agência de Meteorologia 
do Japão disse que o sismo 
ocorreu às 8h58, hora local, 
desta sexta-feira. Não foi 
emitido alarme de tsunami 
em consequência desse ter-
remoto. A intensidade do 
tremor foi classificada em 

O conselho executivo do 
Comitê Olímpico Interna-
cional decidiu quais serão as 
três localidades candidatas 
para os Jogos Olímpicos de 
Inverno de 2026.
Em uma reunião realiza-
da na Argentina, na quin-
ta-feira, o comitê decidiu 
recomendar as cidades de 
Calgary, no Canadá, Esto-

Yoshihide Suga, secretá-
rio-chefe do gabinete do Ja-
pão, que também é ministro 
encarregado da questão dos 
sequestros de japoneses pela 
Coreia do Norte, indicou 
sua determinação em traba-
lhar arduamente para trazer 
de volta todos os japoneses 
sequestrados.
Em uma entrevista à im-

Kyoto dizem que Honjo deu 
a entender que vai doar o 
dinheiro para a instituição. 
Também dizem que o pro-
fessor espera que a univer-
sidade crie um fundo para 
ajudar jovens cientistas.

Hokkaido (05/10/2018)

Jogos Olímpicos (05/10/2018)

Sequestrados (05/10/2018)

Terremoto de magnitude 5,2 atinge província 
de Hokkaido

Três localidades disputam para sediar Jogos Olímpicos 
de Inverno de 2026

Autoridade japonesa manifesta determinação em se empenhar 
para o retorno de sequestrados pela Coreia do Norte

“4,5 a 5” na escala sísmica 
japonesa que vai de 0 a 7.
Toshiyuki Matsumori, fun-
cionário da agência meteo-
rológica, deu uma entrevista 
à imprensa após o tremor. 
Ele disse que o terremoto 
pode ter aumentado o risco 
de ocorrência de desliza-
mentos de terra e quedas de 
edifícios nas áreas atingidas. 
Ele exortou as pessoas a se 

colmo, na Suécia, e Milão e 
Cortina D’Ampezzo, na Itá-
lia, duas cidades que plane-
jam sediar os jogos em con-
junto. Espera-se que uma 
sessão do Comitê Olímpico 
Internacional, que teve iní-
cio na segunda-feira, aceite 
as recomendações.
O painel rejeitou Erzurum, 
na Turquia, devido ao alto 

prensa dada nesta sexta-fei-
ra, Suga se referiu ao 54º 
aniversário de nascimento 
da sequestrada Megumi 
Yokota. Ela foi levada por 
agentes norte-coreanos em 
1977, quando tinha 13 anos 
de idade. No dia 15 de no-
vembro, vai fazer 41 anos 
desde a ocorrência do inci-
dente.

prepararem para futuros tre-
mores e chuvas quando es-
tiverem realizando trabalhos 
de recuperação. Matsumori 
alertou que fortes tremores 
podem acontecer a qualquer 
momento.
O Ministério dos Trans-
portes disse que o Novo 
Aeroporto de Chitose, nas 
proximidades da capi-
tal da província Sapporo, 

custo do projeto de constru-
ção das instalações e infra-
estrutura relacionada.
As três localidades can-
didatas são as últimas das 
primeiras sete selecionadas, 
que incluem Sapporo, no 
Japão, e Sion, na Suíça. Sa-
pporo ficou de fora no mês 
passado, citando a necessi-
dade de se concentrar nos 

A Assembleia Legislativa 
de Tóquio está para aprovar 
projeto de lei de iniciativa 
do governo metropolitano 
que visa proibir o chamado 
discurso de ódio e atos de 
discriminação contra mino-
rias sexuais, faltando menos 

de dois anos para a Olimpía-
da e Paraolimpíada de 2020.
Uma comissão parlamentar 
da Assembleia Legislativa 
de Tóquio aprovou quarta-
feira o projeto de lei, que 
prevê medidas contra atos 
de discriminação, em con-

formidade com o espírito da 
Carta Olímpica.
Pelo projeto, o governo me-
tropolitano de Tóquio em-
preenderá esforços para eli-
minar discriminação sexual 
e étnica e para promover a 
compreensão do público, 

Tóquio terá lei para proibir atos de 
discriminação

Tóquio (04/10/2018)

assim como para impedir 
o acesso a instalações pú-
blicas de grupos que façam 
repetidos discursos de ódio.
Sexta-feira o projeto vai a 
votação plenária na Assem-
bleia Legislativa de Tóquio.

A montadora japonesa 
Honda Motor firmou parce-
ria com a americana Gene-
ral Motors para desenvolver 
um veículo autodirigível. 
Segundo funcionários da 
Honda, os planos futuros da 
montadora incluem o lança-
mento de serviços de com-
partilhamento de corridas 
com o emprego de carros de 
direção autônoma.
Eles disseram que farão 
um investimento de capi-
tal no valor de 750 milhões 
de dólares na Cruise, uma 
subsidiária da GM que de-
senvolve tecnologia autodi-

Segundo a Agência Nacio-
nal de Polícia, o número de 
casos de suspeita de abu-
so infantil registrados nos 
centros de consultas sobre 
crianças de todo o Japão, na 
primeira metade deste ano, 
indicou um grande aumento.
A polícia reportou que casos 
envolvendo 37.113 crianças 
com menos de 18 anos fo-
ram registrados nos centros 
de consultas sobre crianças 
no período de janeiro a ju-
nho deste ano. Esse número 
indica um aumento de 6.851 
crianças em comparação ao 
mesmo período de 2017. O 
número total de 2017 foi o 
maior registrado até agora.

Honda (04/10/2018)

Abuso Infantil (05/10/2018)

Honda e GM firmam 
parceria para 
desenvolver veículos 
autodirigíveis

Número de crianças 
envolvidas em casos 
de abuso infantil no 
primeiro semestre 
de 2018 é o maior 
registrado até agora

rigível. A Honda também 
vai fornecer dois bilhões 
de dólares à Cruise, nos 
próximos 12 anos, para 
financiar os esforços de 
desenvolvimento.
Um executivo da mon-
tadora japonesa afirmou 
que sua empresa preten-
de desenvolver carros 
autônomos por conta 
própria. Ele disse que a 
parceria com a General 
Motors vai permitir que 
a Honda penetre no cres-
cente mercado de com-
partilhamento de corri-
das.

Em cerca de 70%, ou 
26.415 crianças foram 
vítimas de abuso mental, 
tais como agressões ver-
bais por parte dos pais e 
demonstrações de vio-
lência entre os pais.
A polícia registrou 641 
casos de detenções por 
abuso infantil em um 
período de seis meses. 
Este número também 
corresponde a um grande 
aumento em uma com-
paração de ano para ano. 
Em 2017, o número de 
detenções também foi o 
maior registrado até ago-
ra.

está operando normalmen-
te. O serviço de trem-bala 
Shinkansen foi interrompi-
do temporariamente, mas já 
foi reativado.
A região ainda se encontra 
em processo de recuperação 
do terremoto de magnitu-
de 6,7 que atingiu a região 
no mês passado. O desastre 
deixou 41 mortos e centenas 
de pessoas feridas.

esforços de reconstrução 
depois do recente terremoto 
que atingiu a região. Uma 
forte oposição local também 
levou Sion a retirar sua can-
didatura.
Em setembro de 2019, o Co-
mitê Olímpico Internacional 
anunciará a localidade que 
sediará os Jogos Olímpicos 
de Inverno de 2026.

Suga disse que é extrema-
mente lamentável que a 
questão dos sequestros con-
tinue sem solução. Ele indi-
cou que se sente profunda-
mente entristecido pelo fato 
de as vítimas e seus familia-
res estarem envelhecendo e 
de alguns deles terem faleci-
do sem nunca terem se reen-
contrado.

Suga prometeu dedicar to-
dos os esforços possíveis 
para concretizar o rápido 
retorno dos sequestrados em 
cooperação com os Estados 
Unidos, Coreia do Sul e a 
comunidade internacional. 
Acrescentou que está de-
terminado a não perder ne-
nhuma chance para resolver 
essa questão.
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